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は　じ　め　に

昭和51年5月人文、自然の総合博物館として開館した岐阜県博物館は、平成7

年7月マルチメディア情報センターとしての機能を持つマイ・ミュージアム棟を

加えて、「であい楽しい情報ステーション」をキーワードに、従来の調査研究、

展示機能に加えて参加型機能をも持つ新しい博物館として、拡充発展してまいり

ました。

春の特別展「花と鳥のイリュージョン一江戸の学問と芸術－」では、江戸時代

後期の京画壇で写生画で主流を占めた丸山応挙や岸派の絵師の作品と、瑞浪市釜

戸の旗本で、江戸で自然科学の研究サークル「賭鞭会」に参加して優れた動植物

図譜を表し業績を残した馬場大助の作品を併せて展示しました。「江戸時代の人々

の「花鳥」に代表される自然への温かなまなざしをよく捉えた展示である」「絵

師の絵画と学問としての写生とを、自然を写すという共通の視点から捉えようと

した、面白い試みである」と、専門家からも高い評価を得ました。

秋の特別展「薬草のふるさと伊吹」では、緻密で精力的な植物の現地調査に基

づいた内容を、大型標本や精巧なレプリカで、また伊吹の薬草研究史や薬草の利

用方法など幅広く扱った展示で、加えて春日村と共催事業を実施するなどダイナ

ミックな取り組みで、折からの薬草ブームとも神俣って、県民の大きな関心を呼

びました。

資料紹介展「大垣内貝類コレクション」「世界の民俗資料紹介展」、特別陳列「ふ

るさとの文化財紹介展一可茂地区－」、文化財保護センターが開催した出土遺物

速報展「土に刻まれた古代・中世－コメづくり・モノづくりから－」もそれぞれ

好評を得て、多くの愛好家の来館を得ました。マイミュージアムギャラリーでは

年8回のそれぞれ特色あるコレクションの展示がなされました。おかげで秋には、

博物館に開館以来180万人目の入館者を迎えることができました。

館蔵資料の面では、肉食恐竜アロサウルスの全身骨格複製標本、江戸中期の作

家の手になると思われる稲葉正成（稲葉一鉄の養子、春日局の夫）画像など数点

について充実を図ることができました。また、ハイパーハイビジョン風土記「ひ

だ・みの紀行」も美濃路編、中山道編に続いて飛騨街道編と郡上街道編の収録も

終わり完成することができました。

マルチメディア工房では、講座に参加した高校生の作品が全国ハイビジョン手

作りフェスタで奨励賞を獲得するなど、十分な活用がなされています。こうした

活動が評価され、平成9年度全国博物館大会において、その取り組みをまとめた

前マイ・ミュージアム係長の論文が「棚橋賞」受賞の栄誉を受けることができま

した。

平成10年度は、いままでの実績と館員の調査研究、資料収集の成果に基づいて、

夏の特別展「つのつのかぶとむし」、秋の特別展「能面へのいざない二白山山麓

から－」をはじめとして、資料紹介展「岐阜にゾウのいたころ」「世界民俗資料

紹介展」「出土遺物速報展」、特別陳列「ふるさとの文化財紹介一束濃地区－」、

また4回目を迎える「恐竜ゼミナール」をはじめ各種講演会や講座など、多彩な、

質の高い、だれもが気楽に、楽しんで参加できる事業を多数企画しております。

マイミュージアムギャラリーでは年8回の個性的なコレクションや作品の展示を

予定しております。

ここに、平成9年度の事業の記録と、平成10年度の事業計画の概要を紹介する

館報21号を刊行しました。ご高覧いただき、ご指導、ご支援を賜りますようお願

いいたします。

美濃飛騨の自然と文化を未来に継ぐ　であい楽しい博物館

平成10年4月1日

岐阜県博物館長　高　田　　晃
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I　博　物　館　概　要

〔設置日的〕

岐阜県の人文、自然両分野にわたる諸資料を公開し、

併せて、教育普及活動を行うことにより広く県民の学習

の場となり、また文化財保護の精神の滴養に役立て、新

しい教養と文化の発展に寄与することを目的とする。

〔基本的性格と方針〕

1　基本的性格

・岐阜県の人文（考古、歴史、民俗、、美術工芸）、

自然（動物、植物、地学）等に関する諸資料の収集、

保管、展示、調査研究およびそれらの活用を図る総

合博物館とする。
・県内外の博物館および相当施設との活発な交流を

図るとともに、本県の中央博物館としての役割を果

たす内容と設備を有する施設とする。
・学校教育・社会教育との密接な連携を図り、利用

者が楽しく学習することができ、未来への研究心と

創造性を開発させるような生涯学習機関とする。

「ハイパーハイビジョン風土記」を主とした博物

館情報を制作し、マルチメディアシステムによる情

報の収集、加工、発信、受信を行い、情報化社会に

対応した博物館を目指す。

資料の収集および保存並びに展示に関する専門的

な調査研究を推進する。

2　基本方針

（1）資料収集

県内の人文・自然等に関する資料を収集する。

資料は、実物を中心とするが、必要に応じて厳密

な考証に基づく復元模型を含める。

寄贈、寄託、借用、購入等により収集する。

（2）展示構成

展示は、常設展示と特別展示とする。

常設展示は、総合展示と課題展示とし、それぞれ

人文、自然の2部門に分ける。総合展示は、だれに

も親しめるよう平易な展示を心掛け、本県の歴史の

発展の概要と、自然環境の概要を理解しやすく展示

する。課題展示は、内容において、前者よりやや高

度なものとする。

特別展示は、特定の企画とテーマを設けて、展示

をする。

展示の方法は、（ア）生涯学習の場として、幅広い

層に親しめる展示（イ）資料の単なる羅列ではなく

ストーリー性のある展示（ウ）各時代の特色やテー

マの本質をとらえた展示　㊤できる限り実物資料

の展示をするが、更に、図表、模型等多種類の資料

も活用（オ）視聴覚機器などを取り入れ、見る人に

強く訴える設備（カ）明確で分かりやすい解説とす

る。

展示室の主題と内容は次のとおりである。

〇人文展示室1（人文総合展示）

主題「郷土のあゆみ」一原始時代から近代、現代に

至るまでの歴史の流れと、各時代の特色を分かりやす

く展示する。

〇人文展示室2（人文課題展示）

主題「郷土の民俗と美術工芸」－特色ある郷土の民

俗と美術工芸を部門別、時代別に展示する。

○自然展示室l（自然総合展示）

主題「郷土の自然とおいたち」－郷土の自然の概要

を生態的に分かりやすく展示する。

○自然展示室2（自然課題展示）

主題「郷土のさまざまな自然」－特色ある自然物や

事象をテーマ別に系統的に展示する。

○特別展示室（特別展示）

特定の企画とテーマを設けて年に数回展示する。

（3）調査研究

・博物館資料に関する専門的、技術的な調査研究

を行う。

・博物館資料の保管及び展示等に関する技術的な

研究を行う。

（4）マイ・ミュージアム（マルチメディア情報センター）
・マイミュージアムギャラリー

個人などによって収集、所蔵されているコレクシ

ョンを公開展示する。また、生涯学習の成果発表の

場など多様な活用を図り、県民文化の交流の拠点と

する。
・ハイビジョンホール

ハイパーハイビジョン風土記「ひだ・みの紀行」

により、岐阜県の歴史、文化、産業、自然などをハ

イビジョンで提供するほか、各種のハイビジョンソ

フトやハイビジョン放送を放映する。また、マルチ

メディア情報機器を活用し、各種の講演、研修会等

の場とする。

・マルチメディアスタジオ

ハイパーハイビジョン風土記「ひだ・みの紀行」

を一人ひとりが自在に検索し、楽しみながら学習で

きる場とする。

また、マルチメディア機器の利用提供や技術的支

援により県民のソフトづくりの工房（マルチメディ

ア工房・ぎふ）としての役割を拡大する。
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〔沿　革〕

昭和46年3月　岐阜県百年記念事業推進委員

会において、博物館の建設を

決定

4月　教育委員会社会教育課に博物

館準備担当を配置
6－9月　博物館懇談会を設ける

昭和47年4月　博物館開設準備室を設置

展示委員会を設ける

昭和48年8月　起工式挙行

昭和49年3月　展示実施計画樹立

10月　定礎式

昭和50年3月　展示工事着手

7月　本館建築竣工

昭和51年1月　展示工事完了

4月　岐阜県博物館条例公布

岐阜県博物館設置
展示資料等製作完了

5月　間館記念式典挙行　一般公開

「巨匠三人展十「スポーツ栄

光展」
7月　皇太子・同妃殿下行啓

8月　特別展「ふるさとの文楽」

入館者10万人を突破

10月　入館料徴収開始

11月　特別展「熊谷守一展」

昭和52年5月　特別展「日本伝統工芸秀作展」

入館者20万人を突破

7月　特別展「郷土の化石展」

11月　特別展「鉄扇」

昭和53年4月　入館者30万人を突破

特別展「濃飛の甲富」
7月　特別展「世界のコガネムシ」

10月　特別展「能面と装束」

昭和54年4月　入館者40万人を突破

特別展「濃飛の先史時代」
7月　特別展「せ界の貝」

10月　特別展「濃飛の文人」

11月　「視覚障害者（触察）コーナー」

開設

昭和55年4月　特別展「宝暦治水と薩摩藩」

5月　入館者50万人を突破

7月　特別展「化石のせ界」

10月　特別展「蓑虫山人」

昭和56年4月　特別展「美濃の絵馬」

5月　入館者60万人を突破

7月　特別展「御岳山は生きている」

10月　特別展「ふるさとの美濃古陶」

昭和57年4月　特別展「高賀田の信仰」

入館者70万人を突破

7月　特別展「ふるさとの植物」

10月　特別展「東洋の貨幣」

昭和58年4月　特別展「岐阜県の考古遺物」

5月　入館者80万人を突破

7月　特別展「長良川」

10月　特別展「郷土の生んだ先覚者」

昭和59年4月　特別展「濃飛の戦国武将」
7月　特別展「ふるさとの昆虫」

8月　入館者90万人を突破

10月　学習ビデオスタディコーナー

設置

特別展「渡飛の蘭学」
昭和60年4月　特別展「濃飛の縄文時代」

7月　特別展「鉱物の世界」

10月　特別展「美濃の刀剣」

入館者100万人を突破

12月　自然展示室Ⅱを改装

昭和61年4月　特別展「徳山の四季とくらし」

7月　特別展「奥飛騨の自然」

9月　人文展示室Iを改装

10月　開館10周年記念式典を挙行

開館10周年記念展「ふるさと
の祭り」

昭和62年4月　特別展「濃飛の弥生時代」

入館者110万人を突破

7月　特別展「外国から侵入した生

きものたち」

10月　特別展「飛騨の匠」

旧徳山村民家移築復元

昭和63年1月　自然展示室Iを改装

4月　特別展示室ショーケース改修

特別展「ふるさとの湿原」
7月　中部未来博’88記念展「中山

道一美濃十六宿－」
10月　特別展「中生代の化石」

入館者120万人を突破

平成元年4月　特別展「濃飛の古墳時代」
7月　特別展「ふるさとの野鳥」

8月　16日恐竜足跡化石白川村で発

見

10月　特別展「移ろいゆく年中行事」

11月　日本生命財団から図書「岐阜

県博物館総合案内」4，000冊

の寄贈を受ける

平成2年4月　特別展「輪中と治水」
7月　特別展「白山の自然」

「恐竜足跡化石レプリカ」除

幕式
グリーンアドベンチャー標識

設置（自然観察のこみち）

岐阜県博物館協議会に、「新
しい時代・県民ニーズに対応

できる博物館の在り方につい

て」諮問

入館者130万人を突破

10月　特別展「濃飛の仏像」

12月　岐阜県博物館協議会から中間

答申

平成3年3月　岐阜県博物館案内標識を設置
4月　特別展「ふるさとの木の文化」

7月　特別展「ふるさとの哺乳動物」

10月　置県120年・岐阜鹿児島姉妹

県盟約20周年記念展「毘児島
－その自然と歴史－」

11月　入館者140万人を突破

平成4年3月　岐阜県博物館協議会から「新

しい時代・県民ニーズに対応

する博物館の在り方につい
て」答申

4月　特別展「飛騨のあけぼの－交

流する縄文・古代人－」
7月　特別展「恐竜王国・恐竜一謎

とロマンー」

イメージシュミレーションソ

フトの完成

平成6年1月　20日マイ・ミュージアム棟起

工式

3月　大型は乳類足跡化石を展示

4月　特別展「川に生きる－水運と

漁労－」
8月　恐竜の歯等荘Ii肘で発見

9月　特別展「美濃山地の自然」

10月　入館者160万人を突破

12月　ユタ州訪問（花フェスダ95

展示化石の借用、交流の推進）

平成7年3月　マイ・ミュージアム棟工事の

完成
ハイパーハイビジョン風土記

「ひだ・みの紀行」美濃路指
ソフト完成

4月　特別展「岐阜の淡水魚」

花フェスタ’95にユタ州恐竜

化石を展示
7月　マイ・ミュージアム（マルチ

メディア情報センター）落成

式典挙行　一枝公開

8月　恐竜ゼミナールGI FU’95

開催
10月　特別展「美濃・飛騨の古代史

発掘一律令国家の時代－」

入定三百年記念「円空展」（名
古屋市と共催）

県下第1号として「マルチメ

ディア工房・ぎふ」開設

11月　円空シンポジウム「世界にお

ける円空」

平成8年5月　入館者170万人を突破

7月　開館20周年記念展「恐竜のふ

るさとユタ」

8月　アメリカ合衆国ユタ州プリガ

ムヤング大学附属地球科学博

物館と友好提携調印式挙行

10月　飛騨美濃合併120周年記念展

「岐阜県の明治維新」
11月　飛騨美濃合併120周年記念「文

化講演会」

講師　作家　阿川弘之氏

作家　山田智彦氏

平成9年3月　ハイパーハイビジョン風土記

「ひだ・みの紀行」中山道

編ソフト完成

4月　特別展「花と烏のイリュージ

ョンー江戸の学問と芸術－

9月　特別展「薬草のふるさと伊吹」

11月　入館者180万人を突破

棚橋賞受賞「岐阜県博物館‘‘マ

イ・ミュージアム”－来るべ

き世紀の新しい博物館を目指

して－」財団法人日本博物館

協会表彰
10月　特別展「近世に輝く濃飛の辞　平成10年3月　ハイパーハイビジョン風土記

像」

平成5年3月　入館者150万人を突破
4月　特別展「土と炎の芸術」

9月　29日大型は乳類足跡化石を美

濃加茂市で発掘
10月　特別展「失われゆく植物」

11月　「ハイパーハイビジョン風土記」

4－

「ひだ・みの紀行」飛騨街道
・郡上街道編ソフト完成

アロサウルス骨格標本展示



〔施設・設備〕

1博物館 冏ｸｭ��､ｲ�

調整室（ホール吹抜き） マイ・ミュージアム l階 ����c����ﾌ��ｿ9+)6Hｴ8ｴ�､(������?�6��

第3収蔵庫　第2噸度 
EV �8珒+�畔������尸|ｨ粂ｫ���ｸﾜ越�����將�

エント ランス まこル 　サービス �4ｸ5永齏｢�{們ｩ�齏｢�

ヤード 唯�

＄ 

マイ・ミュージアム 　と階 ��顋��ﾄY=ﾂ��b�

5 

本館2階　．。・、、、　　　　　　　　　　　蓋 

0， 彩弓イ ���788ﾘ6X4"�

捜　　　ミュージアL ��

ギャラリー 取越豪 マイ・ミュ－ジアム 冏ｸｭ�8､ｲ�

3階 ��

ホール ／ マイ・ミュ－ジアム 4階 �?ｨ��7况ｨ��7ｨｻ冦���冩I�b�e�()�r���ty��ﾉ[i5x麌�)+｢�

マルチ 十「∴ 室 勁ﾘ���6ﾘ8����ｬH���y5x麌��"�

友の会 堅甲誌 学芸部I識空 想鮭 

5－



・主要書名及び両横

2　館外施設

（1）自然観察のこみち

館内における‘‘郷土の自然”の展示に対応し自然環境

の中に生きた展示として、季節とともに移り変わる自然

のすがたを観察できるようにしたこみちである。

全長約830mで、途中見晴らし台が3ヶ所、万葉集の

植物の案内、ツツジの詳生地、百草園、マンサクの林な

どが設けられている。

なお、樹林の特徴などが学習できるようグリーンアド

ベンチャー常設コースとして、40本の樹木にQ＆Aパネ

ルを設置している。

（2）旧徳山村民家

徳山ダム建設計画に伴い、徳山村は開村となり藤橋村

になったが、徳山の生活を後世に語り継ぐため、当時徳

山村戸入在住の宮川澄雄さんから家屋の提供を受け、

昭和62年10月7日、移築復元を完了したもので、生活用

具なども展示し、無料解放している。

囲案二田三三誓言葬′／一一躍顕／＼礼 劔偃����譎ﾘH�x�����

∴∴ ∴∴i‾∴∴ 凵����ｪ：∴ 愛嬢 ∴∴∴ ���������：；∴∴・㌻∴∴∴． 仍ﾘ���b�
∴：∴∴∴∴ ��

緩藻嚢 ��幾鶉董i藻 

．＿∴∴：子 

∴舶一言∴∴一： 劔��X耳耳蓼耳ｨHﾉ��ｸ�����ｩ?���ｸ���ﾋ��8*H�ｲ�

一6

・様　　式　木造かやぶき2階建、南平入り

・主　　材　ブナ・トチ

・建面積120．97品

・延面積197．48m2

・間取　り　下図参照

・建築年代　幕末から明治初年ごろと推定

・屋　　根　入母屋、切り落とし窓つき

「三三二肩市町「叶＝‾’ 
口 i 鯉 川 iii ������������2�������}｢�

埴 ‡＋ ！床ノ 辿 ○ ��h�h�����x蕀?�7ﾘ耳蓼ｪﾘ�����ン ＿オクシテ∴≒≡（出座奴）＝ i空目≡≡重 岡1－－－－－－・－－ ����X�����b����������<Y<R�

カ、ヤェ 聖堂 

i　　　　　　　　　　天井 

吹扱　　i吹抜／ヒ物遠‾ 

（ ���+x����������尸4�4X板�

出血皿／・／、， 　【 
主 語 凵_耕／1E千二華＿＿ 

／／∴Y＼；」「i喜 冓「物人物薗 ‾TTT li 

山山寺；毒≡＝≡ 
－i 

▲2階間取り図



Ⅱ　平成10年度　組織・運営

〔組　織〕

ミニ 館長　次長 ��ﾙk�擺�ｧxﾇﾉYB�総務係 人文係 自然係 マイ・ミュージアム係 教育普及係 

平成10年4月現在

考　　　　古

歴　　　　史

民　　　　俗

美術・工芸

動　　　　物

植　　　　物

地　　　　学

職　名（担当） 倩���������kﾂ�職　名（担当） 倩�������kﾂ�職　名（担当） 倩���������kﾂ�

館　　　　　　　　長 俘(��68����ﾕr�業務嘱託員 　　〃 俘(��ｻH��ｴ���醴�課　長　補　佐（植物） �H���8��ﾔH��饕�

次長兼籍∴務課長 〔総務課〕 ����:���ｾ���Wb�俚(��Hﾈ��h8��z"�学芸主事（地学） 主　　事（動物） ����:�������Eb�

岩　田　千恵子 �4���ｸｧxﾇﾉYH�ﾂ�小島紀美 古川和明 剞焉@田　健　一 課長補佐兼総務係長 劔学芸嘱託員（地学） ����皐��ﾊｨ��樞�

主　　　　　　　　　査 傅ﾈ��'(��J���ｴ��学　　芸　　部　　長 刄}イ・ミュージアム係長 舒(��68���8��u��

主　　　　　　　　　任 俘(ｻH諸�ﾂ���:�u8���課長補佐兼人文係長 �+y8姻)Eb��ﾘ曰ﾔh謦�課　　長　　補　　佐 ��8鯖�9Oﾂ�ﾄhﾞ慰饉b�

ク 主　　　　事 凵i兼）課長補佐（民俗） 刳w　　芸　　王　　事 

永　田　　昌 �ｸ��+x��^(��ﾛ(���讓�｢�松　田　千　時 �ｹ+y^(ﾛ(ﾉ8ｻ8孜X�ｷ佛y+r�今　津　利　治 

業務嘱託員 　ノク 　〃 侘9nﾉ�ｨ��Oﾉ]ｸ���学　芸　主　事（考古） 俥(��ﾏｸ��ﾕ���Eb�（兼）課　長　補　佐 傅ﾈ������uH��ｷb�

池　村　る　み 偃X������馼�儖ﾈ��ﾔ杏ﾈ�｢�岩　佐　伸　一 乂xﾇﾈ���ｩ�X��蹴�����B�小　原　克　朗 

市　原　麻利子 �ｹ+y^(ﾛ(ﾉ8齷�(ﾅy+r�鹿　野　勘　次 剋R　田　喜　三 

〔事業計画〕

1展禾活動

展　　示　　名 弍ｨ��ｭB�主　　な　　展　　示　　内　　容 

常　　　　設　　　　展 �,ｨ��D��自然展示室は「郷土の自然とおいたち」と「郷土のさまざまな自然」をテーマに岐阜県の大 
地ができたようす、郷土の自然とあらまし、ふるさとの動物・植物・岩石を展示。人文展示室 

は「郷土のあゆみ」と「郷土の民俗と美術工芸」をテーマに郷土の原始時代から現在に至る歴 

史的な遺産や伝統的美術工芸品等を紹介。 

資料紹介展 「岐阜にゾウのいたころ」 ー新生代の地層と化石－ 滴�����マンモスの時代よりもはるか昔、今から約1800万年前の岐阜にゾウがいた新生代新発三組中 

－5／24 ��i�)9h鳧,ﾈｯ)Xﾈ,ﾉvﾈ��/���峪��.(ｮ)��,X��櫁+x.��"�

世界の民俗資料紹介展 塗�絣��ﾃh��#��岐阜県が高山市に建設を進めている「世界民俗文化センター」の資料として、世界各地から 

「INDIA」 剌Wめられた木工品を展示する。本年は、インド各地で制作され、人々の信仰世界とくらしの中 
一人のくらしと神々の世界一 凾ﾅ使われてきた道具を展示する。 

夏　季　特　別　展 「つのつのかぶとむし」 度���B��ﾃ����R�カブトムシは非常によく知られた昆虫だが、その生態には不明な点が多い。百年公園で実施 
したカブトムシの調査結果を紹介し、あわせて世界のカブトムシを含む角を持つ甲虫について 

総合的に展示紹介する。 

秋季特別展 「能面へのいざない」 一白山山麓から－ 祷��#��岐阜県内の白山山麓の寺社に残る能面に焦点をあて、それと関連の深い全国各地の能面や関 

一Il／15 刋���{�.�*�.ﾘ+�,I5x麌��櫁+x.��"�

出　土　遺　物　速　報　展 �����2�（財）岐阜県文化財保護センターが最近に発掘調査・研究した、美濃と飛騨の遺跡に関わる 

「いにしえの美濃と飛騨」 ��ﾃ���3��資料を展示し、当時の人々の生活やその背景を紹介する。 

特別　陳　列 「ふるさとの文化財紹介展」 　一束濾地区－ �(��#��岐阜県下各市町村に所在する国や県指定の文化財をはじめとした優れた文化遺産をシリーズ 

－3／31 �,X��櫁+x.��)gｹD�7�,ﾙ�僞ｩ&霎c�x�9*ﾉ�ｨ,ﾉ[h嶌�(蝌/���櫁+x.��"�

マイミュージアムギャラリー 侈yj�,ﾈ���Y]ｸｬx+X,H*ｸ+ﾘ5(8ﾈ4�5h8x98/�ｯｨｭH/�ﾈ�-�,I5x麌+x.��(�倬�X岔Uﾈ����｢�

ー7



2　平成10年度の教育普及事業

事　業　名 弍ｨ��?｢�対　　象 �.�R�内　　　　　　　　　　　容 

特別展講演会 嶋��"�一般 ��角の秘密－ジャングルの大きなカブトムシ一 　　　　　　　　　　　　　　　口映写古家∴海野和男さん 
10／4 �ｩL｢�������������������������������������9jH自�x7X�ｸ7�������､ﾂ�Y�H�Xｯ)Xﾈ,ﾉEﾉlｨ������������������������������ﾎ9:����+8/��

特別展上演会 �����#R�ー一般 ��長滝の延年の舞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長滝白山神社氏子のみなさん 
ll／8 �ｩL｢�僞ﾈｻﾘ,ﾉEﾈ�Xｻhﾋ�����������������������������������������EﾈｻﾙEﾈｻhﾋ饐ｹ�h檍,ﾈ-ﾘ,�+8/��

文化講演会 免ﾈ��2�一般 ��世界の不思議な植物－ギアナ高地・マダガスカルなど－ 進化生物学研究所主任研究員　湯浅　浩史さん 

言己念講演会 �����r�一一一一般 ��「クニ」から「郡」へ－古代美濃の地域社会－ 岐阜大学教育学部助教授　早Iii力布さん 

特別講演会 �8���B�一般 ��美を創る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本工芸会正会員　安藤　日出武さん 

博物館講座 滴��#b�一般 唐�続・古寺を訪ねて－1－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大前i圭昭さん 

5／17 俘(ﾕｩ�b��6�487(5x8x99MI�x/�ﾞﾈ,�,H-ﾘ.h*Fﾂ�
5／31 俘(ﾕｩ�b�8 �6�487(5x8x99MI�x/�ﾞﾈ,�,H-ﾘ.h*C"��Fﾈ��8h6ｨ/�dｸ,ｸ�����������������������������X�Y�ﾉ�(諟+8���

6／7 6／14 ���L｢�ﾘ(ﾕｩ�b�8 30 ����Y68鮑�X.�,H�ﾃ(�ﾈ��������������������������?･X��fﾄ8�X�ﾈ�B�6�487(5x8x99MI�x/�ﾞﾈ,�,H-ﾘ.h*H�ﾃ8�ﾂ�

8／9 ��ｸ自L｢��ﾉY�ｮｨ�ﾈ+ｸ,ﾉ���h*�.xﾋｸﾝﾘ-ﾈ,X�ﾃ�����������������������������������V��ﾈ���&ｨ+8/��

9／13 �ｩL｢��,(,ﾈ,(,ﾈ*�-H,h-�+R�

9／15 �ｩL｢��ﾉY�ｮｨ�ﾈ+ｸ,ﾉ���h*�.xﾋｸﾝﾘ-ﾈ,X�ﾃ(���������������������������������4末�ﾉ&ｨ+8/��

11／15 �ｩL｢�弍)Xﾈﾊx,ﾉEﾉl｢�慄Y�ｮｨ�ﾈ+ｸ,ﾉ���h*�.xﾋｸﾝﾘ-ﾈ,X�ﾃ8�������������������9�ﾈ榾&ｨ+8/��
11／22 �ｩL｢�

12／6 �ｩL｢��;�,�+ﾘ,ﾉ��Z逢y?ﾉnR�

l／23 1／24 俘(ﾕｩ�h決�2���自L｢�8 8 �7ｨ�ｸ8�7��ｸ5y�xﾞﾈﾗXﾜ�ﾂ�EｩO(,ﾈﾝY5ｸ�(ﾕﾈ,h�)Z��

2／6 俘(ﾕｩ�h決�2��7ｨ�ｸ8�7��ｸ5y�xﾞﾈﾗXﾜ���"�
2／13 俘(ﾕｩ�h決�2�8 �7ｨ�ｸ8�7��ｸ5y�xﾞﾈﾗXﾜ���2�

3／7 �ｩL｢��8ﾉEｩ&霎h,ﾉ[h嶌ﾞ���樞�
3／21 �ｨ耳耳自L｢����ｸ+x.�48985��ｸ6ﾈ6(6xｵｨ���

自　然観察会 店��3��一般 �#��植物ウオッチングin　百年公園（春） 

7／28 ��X���X自L｢�20 冢�,ﾈ4ｨ7X6x8�5h/�ｬ��+X.h*C��
8／4 ��Y�x�X耳自L｢�20 冢�,ﾈ4ｨ7X6x8�5h/�ｬ��+X.h*H��"�

8／23 �ｩL｢�20 ���Z�4X4�6(6�984�餃(靖�ｨ��H�ｨ������������������������������ｺHﾜ8�hｯ)Xﾈﾊy}��ﾙYB�
9／20 ��ｸ自L｢�20 ���Z�4X4�6(6�984�顆I?ｩ�ｨ�做��ｨ��������������������������������������ｺHﾜ8�i=ｶ侭�｢�

9／27 �ｩL｢�40 ���+�.ｸ*ｨﾎｨ.��Y&�,ﾈ*�*(+ﾘ+��

1／31 ��ｸ自L｢�40 儷9D靠h��,ﾈ6��ｸ6�4X4�6(6�984�����������������������������������������,ｸﾋH��H驂x+8/��

たのしい博物館 滴�����一一一般 鼎��徳山の〈らしを体験しよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮lii澄雄さん 

4／25 5／5 �ｩL｢�自L｢�30 30 �ｹ��,h*�+ｸ,�*B�4�485�,Y%Hﾉ��僣饂渥��

5／9 �ｩL｢��ｹ��/�,(*ﾘ.ｸ*B�

5／24 傅ﾈｧy�b�20 �4ｨ7X6x8�5h,ﾈ､x/�V�+�*B�
7／12 �ｨ耳�Yhr�30 �:佗ﾈｻ8��Y(9������������������������������������������:佗ﾈ徂�h圸68��ﾔh譏�X�､8+8/��

7／19 ��X���40 �'ﾈﾝxﾔ�ｩ'ﾈ,X*�.�+�.�/�,(*ﾘ.ｸ*H耳�������������������������������������靈H��[iu�+8/��

7／25 傅ﾈｧy�b���板�40 �48985��ｸ6ﾈ6(6x,Yuh-ｨ*H�ﾈ4�485�,�5��ｸ8��ｲ�485�����

8／16 8／22 8／30 儉｢��X����YL｢�40 40 40 �4���,Y%Hﾉ��IH饂渥��+ﾘ,ﾈ+X*(7ﾘ8ｸ6�8�6h4(4��ｸ4�485�,�6�888ﾈ985x�ｲ�4�485�,Y%Hﾉ��僣饂渥��

9／12 10／10 傅ﾈｧy�h決�2���耳耳自L｢��7ﾘ8ｸ6�8�6h4(4�,Y%Hﾉ��仆�{8,ﾉ�(､R�H饂渥�/����+X.h*B�

10／11 傚y�ｲ��48985��ｸ6ﾈ6(6x,Xﾔﾈ+�.h*H¬j�,ﾉ�(､R�
ll／l ��X���40 倩h,Xｻ�{8/�,(*ﾘ.ｸ*H�����������������������������������������(ﾆ�ﾞﾈ徂�i�Ynﾈ���ﾙu�+8/��

11／29 俘(ｧyD��20 儖x峪��/�+H*�.ｸ*B�

12／12 傅ﾈｧy�h決�2�40 �7ﾘ8ｸ6�8�6h4(4�,Y+(-x.弍)Xﾈ,ﾉj9|ﾒ�
12／13 �ｩL｢�40 �.(,�+��ｨ/�,(*ﾘ.ｸ*H�������������������������������������������������������靈H��[iu�+8/��

12／20 ��ｸ自L｢�40 �.ﾘ.xﾝxﾔ��Y�8ﾈ�,ﾈ�ﾈ.�/�,(*ﾘ.ｸ*H�h�����������������������������������Ynﾈ���ﾘｷh+8/��

3／28 �ｩL｢��4�485�,Y%Hﾉ��僣饂渥��

特　別　行　事 滴��#B�・般 ��3��風土記フォーラムーマルチメディアで調べる岐阜の魅カー　静岡大学助教授：合座　席さん 

4／29 �ｩL｢��4�8ｨ�ｸ984�6�7�986�88�ｲ�

5／3 ��ｸ自L｢�130 仆�*��刎��靉ｸ�������������������������������������������X･�鮎hﾘ(ﾕｩ�XﾍｹYH,ﾈ-ﾘ,�+8/��

7／31 �ｩL｢�弍)Xﾈﾊy�厭�[h峪�Xｧvﾈ��������������������皦ﾜ8�hｯ)Xﾈﾊy}��ﾙYB����������������������������ｸ�hｻHｴｸﾔx+8/��X�)69*右h皦���

8／l �ｩL｢�130 ���������������������:�������ﾌ(����5b�ｯ)Xﾈﾊy�厭�[h峪�Xｧs(����������������皦ﾜ8�hｯ)Xﾈﾊy}��ﾘﾅ2�������������������$ｩgｹ[iWh+8/��X�)69*右id(���

8／18 傅ﾈｧs9D��b�150 120 30 �������������������49G���7R�ｻ�{85ｸ7�6��ｸ8ｴt覇X�c宕紋ｴ�ﾔ疋�ｴ�$���ｸｧx-ｨ*Hﾌ9�i�8*�.y(i�i�8,ﾈ峪�闔ｨ��������ｺHﾜ8�h�9_9�｢�������������69zH齎+8/��98ﾉvﾘ耳+8/��87�5H4�6ｨ785(+8/��

以上 親子 一枝 
8／19 

10／18 1／6 劍*ｸ,ﾈ+�唏ﾙ�ｯ)Xﾉ�ﾈﾋ�5ｸ7�6��ｸ8ｸ������������������������������������ｺHﾜ8�hｯ)Xﾈﾊy}��ﾙYB�
・きのこの講話　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋神温泉旅館　小林　築さん 

〃　　　　　　　　　　　　　　　　　岐阜市立女子短期大学教授　森　基手さん 
春の七草を観察しよう 

1／7 �ｩL｢�300 俯Y��*ｨ.H/���-x.h*B�

3　マイミュージアムギャラリー展示（マイミュージアムギャラリーの展示については個人の責任でなされています。）

展示期間 偬�5x�"�出展内容 

4／5－5／5 傴ﾉgｸ��ﾍﾈ蓼�Y������ｶyOﾈ�Y��68��葈蔗�郡上八幡三人廣　一武具・書画・民謡人形－ 

5／10－6／14 伜)68��|x謦�木彫刻の楽しみ 

6／27－8／2 侏I68����H��びっくり算盤廣　一楽しい絵やおもちゃもいっぱい－ 

8／9－9／20 亊i6�?ｩgｹ8�&)�(ｵｨ��]ｹ�h檍��蟹8�檍�Y8���檍�XｵｩEﾈ檍�"�美濃・関伝日本刀展 

9／27－11／3 ��ｨｪ�����ﾏx�X��Eｸ��-ﾘ+2�郷土の歴史をかみしめて－室町から昭和の郷土の文物－ 

11／14－12／20 �+ﾈ皐���ﾔｸ�Y�9nﾈ���9Wb�ニットコレクション　ーうねる糸・色を編む－ 

1／5－2／7 �?ﾈ�(��ﾉｹ���椿づくし　－椿をモチーフの絵画・陶器・民具など－ 

2／14－3／22 �?ｩgｹ7凭亊��陌8�(��自&｢�天神さま土人形展 

－8－



Ⅲ　平成9年度のあゆみ

〔職　員〕

1職員名簿

職名（担当） 倩�����kﾂ�職名（担当） 倩�������kﾂ�職名（担当） 倩�����kﾂ�

館　　　　　　長 俘(��68����ﾕr�〔学芸部〕 傅ﾈ��}�������"�学芸主事 〟 ケ ノン 学芸嘱託員 舒(��68���8��u��

次長兼総務課長 ��:�ｾ�Wb�ﾄ�69�xﾆ(���学　芸　部　長 劔�X���h��vﾘ��謦�

〔総務課〕 刮ﾛ長補佐兼人文係長 傴ﾈ��ﾞ(���8��Wb���8��皐���8��Oﾂ�

課長補佐兼総務係長 凵i兼）課長補佐‘（民俗） ��ﾘ��曰��ﾔh��謦�估h��ﾞ���ﾔ���[b�

主任 ′′ 主事 ノク 業務嘱託員 ケ 〟 〃 ノン 〟 侘8��68����ﾏR�課長補佐（歴史） �6�������支��nr��68��ﾏｸ��_ｸ��爾�

高　橋　昭　人 乂xﾇﾈ皦馼�俟ﾈﾌ8�｢�坂　口　浩　之 �ｹ+y^(ﾛ(ﾉ8ｻ8孜X�ｷ佛y+r�今　津　利　治 

加　藤　祐　子 偃X馼�儖ﾈ��ﾔ杏ﾈ�｢�岩　佐　伸　一 ��佶8�ｨ攣+y^(ﾛ"�小　倉　裕　久 

永　田　　畠 �ｹ+y^(ﾛ(ﾉ8齷�(ﾅy+r�鹿　野　勘　次 乂xﾇﾈ�ｩ�X蹴����ﾈ�ﾂ�小　原　克　朗 

古野村美保子 須田寿子 池村るみ 市原麻利子 高橋紀枝 佐伯麻里 乂xﾇﾈ皦馼����Z��｢�x���&隗x�｢�皦馼��:饂��｢�ｧxﾇﾈ�ｩ�X醜��&隗x�｢�攣^9v(7ﾘ48�X7�8X�ｸ5x4�8�L��xｨ皦ﾛ��井上好事 安藤善之 説田健一 安井謙介 岩田幸作 川崎邦光 剋R　田　喜　三 

2　異動

転出　課長補佐兼人文係長

課長補佐兼マイ・ミュージアム係

課　　長　　補　　佐

学　　芸　　主　　事

′′

主　　　　　　　　　　任

主　　　　　　　　　事

3　歴代館長名簿

在職期間（年度） 倩�����������kﾂ�

1 傴ｩ��S�D��小　幡　忠　良 

2 傴ｩ��S)D���諸��SID��松　尾　克　美 

3 傴ｩ��SYD闔ｨ諸��SiD��大　橋　桃之輔 

4 傴ｩ��SyD���諸��S吋��吉　本　幹　彦 

5 傴ｩ��S僖��関　谷　美智男 

6 傴ｩ��c�D���諸��c�D��廣　田　照　夫 

ー9－

転入　館　　　　　　　　　　長

課長補佐兼人文係長

課　　長　　補　　佐

学　　芸　　主　　事

ノン

ノク

主　　　　　　　　　　任

主　　　　　　　　　事

昇任　課長補佐兼マイ・ミュージアム係長　　岩　田　幸　作

新任　学　芸　嘱　託　員　　田　口　方　一

考　　　　　　　安　井　謙　介

業　務　嘱　託　員　　高　橋　紀　枝

〃　　　　　　　　佐　伯　麻　里

在職期間（年度） 倩�����������kﾂ�

7 傴ｩ��c)D���諸��c9D��森　崎　利　光 

8 兌ﾙ�ﾈﾋ9D���[ﾙ�ﾃ)D��伊　藤　秀　幸 

9 兌ﾙ�ﾃ9D���[ﾙ�ﾃID��篠　田　幸　男 

10 兌ﾙ�ﾃYD���[ﾙ�ﾃiD��横　山　勢津男 

ll 兌ﾙ�ﾃyD���[ﾙ�ﾃ吋��清　水　廣　美 

八

　

　

司

　

　

次

春

奈

泉

　

　

章

幸

　

　

康

　

　

寛

弘

美

田

串

合

塚

尾

寺

井

冨

小

川

大

三

小

浦

英

司

子

子津

廣

貴

綾

子

水

澤

田

代

清

梅

亀

田

長

貝

負

託

託

嘱

　

嘱

　

ク

芸

務

館

学

業

職退

田

坂

倉

井

　

口

藤

橋

藤

高

舷

小

浅

坂

安

高

加

晃

夫

久

美

之

之

大

　

子

正

裕

正

浩

善

昭

祐



〔日誌抄〕
平成9年度
4．1「岐阜県博物館報」第20号発行

1　人事異動に伴う辞令交付
5　マイミュージアムギャラリー「古代

オリエント宝玉展」（～5月5日）

12　たのしい博物館「体験！マルチメディア」

25　特別展「花と鳥のイリュージョン
ー江戸の学問と芸術－」開場式

（－6月1日）

26　自然観察会「ヒトクチタケにいる虫

を見よう」

27　岐阜県博物館友の会総会

29　特別行事「グ）－ンアドベンチャー大会」

5．3　特別展講演会「花鳥画の流れの中に

見る円山派の思想」
10　たのしい博物館「体験！マルチメディア」

10　マイミュージアムギャラリー「自然

の造形美一菊花石・化石・木彫刻
－」（～6月10日）

11特別展講演会「旋本・馬場大助の世界」
12　岐阜県博物館協会通常総会

24　博物館講座「ハイビジョンマルチメ

ディアソフト制作講座l」

25　博物館講座「美術品と自然」
29　岐阜県博物館協議会

6．1　博物館講座「古寺を訪ねて1」
10　岐阜県恐竜化石学術調査団結団式

11岐阜県博物館協議会委員、岐阜県博物

館友の会会長熊田光久氏へ感謝状贈呈
12－19　全館くん蒸（臨時休館）

19－20　東海地区博物館連絡協議会、日

本博物館協会東海支部理事会・総会
（於：浜松市）

28　博物館講座「ハイビジョンマルチメ

ディアソフト制作講座2」

29　マイミュージアムギャラリー「四人廣
一は〈製・屏風・書画－」（－8月3日）

7．5　資料紹介展「大垣内貝類コレクショ
ン」（－8月31日）

6　自然観察会「身近な薬草ウオッチン

グl n春日村」

たのしい博物館「体験！マルチメディア」

陶芸教室「茶碗」
特別行事「岐阜県森林文化大学」
博物館講座「古寺を訪ねて2」
博物館講座「ハイビジョンマルチメ
ディアソフト制作講座3」

27　たのしい博物館「竹細工（竹でおも

ちゃをつくろう）」

8．1　たのしい博物館「クイズで探検！博物館」

2　博物館講座「ハイビジョンマルチメ

ディアソフト制作講座4」

3　記念講演会「かたつむりのはなし」
8　たのしい博物館「クイズで探検！博物館」

9　特別行事「岐阜県森林文化大学」
10　たのしい博物館「体験！インターネット」

10　マイミュージアムギャラリー「鉄腕

アトムコレクション」（－9月21日）

13　自然観察会「郷土の化石ウオッチング」

20－21恐竜ゼミナールGIFU’971n

KAMITAKARA（於：上宝村）

23　博物館講座「ハイビジョンマルチメ

ディアソフト制作講座5」

29　たのしい博物館「クイズで探検！博物館」

9．12　特別展「薬草のふるさと伊吹」

開場式（～11月9日）

11．11マイミュージアムギャラリー「城下

町八幡町の起源と八幡神社の宝物」
（－12月21日）

15　資料紹介展「世界の民俗資料紹介展－

〈らしの中の木の文化－」（～12月23日）

22　たのしい博物館「紙で恐竜をつくろう」

23　たのしい博物館「伊吹の薬草料理体

験I n春日村」

24　博物館諾座「岐阜県の能面」
27　熊田文庫開設

29　博物館同人・サポーター研修（於：
滋賀県立琵琶湖博物館）

30　博物館講座「古寺を訪ねて4」
12．7　講演会「くらしの中の木の文化」－

インドを中心に－

13　たのしい博物館「体験！マルチメディア」

14　たのしい博物館「道風作りに挑戦しよう」

21たのしい博物館「わら細工（正月の

たのしい博物館「体験！インターネット」

自然観察会「秋の伊吹山の植物ウオッチン列　1

博物館講座「古寺を訪ねて3」
たのしい博物館「伊吹の薬草染め体験」

博物館講座「ハイビジョンマルチメ
デイアソフト制作講座6」

28　特別展講演会「わたしの見た伊吹の

貫重な植物」
28　マイミュージアムギャラリー「古鏡

と台湾の民具展」（－11月3日）

10．2－3　東海三県博物館協会交流研修会
（於：岐阜市）

5　たのしい博物館「徳山の〈らしを体験しよう」

11たのしい博物館「体験！マルチメディア」

12　自然観察会「モリそり薬草体験1m春日村」

14　マイミュージアムギャラリー企画運営委員会

18　博物館サポーター研修

19　特別行事「きのこ王国岐阜体験ゼミナール」

19　博物館講座「きのこの講話」
25　博物館諮座「ハイビジョンマルチメ

ディアソフト制作講座7」

26　特別展講演会「伊吹山薬草の研究史」

11．2　博物館講座「岐阜県の明治維新一活

躍した人物を中心として－」
3　特別行事「百年公園・博物館を写生しよう」

5－6　全国博物館大会（於：広島市）
5　棚橋賞受賞：前課長補佐兼マイ・ミ

ュージアム係長小串泉氏（財団法人

日本博物館協会表彰）
8　たのしい博物館「体験Iインターネット」

8　入館者180万人を突破
9　文化講演会「京都の仏像と奈良の仏像」

飾りをつくろう）」

6　マイミュージアムギャラリー「和凧

展」（～2月11日）

6　特別行事「七草の採取」
7　特別行事「七草がゆを食べよう」
10　たのしい博物館「体験！インターネット」

11自然観察会「百年公園のハードウオッチング」

14（財）県文化財保護センター速報展
「土に刻まれた古代・中世一米づくり
・モノづくりから－」（－2月1日）

18　記念講演会「最近の県内発掘事情に
みる地域のすがた」

24　博物館講座「インターネット・ホー

ムページ制作講座l」
25　博物館講座「古寺を訪ねて5」
31博物館サポーター研修

2．1博物館講座「美濃・飛騨の古代遺跡」
14　だのしい博物館「体験1マ）レナメディア」

17　マイミュージアムギャラリー「自然

の情景写真展」（～3月22日）

21特別陳列「ふるさとの文化財紹介展
一可茂地区」（～3月31日）

28　博物館講座「インターネット・ホー
ムページ制作講座2」

3．8　博物館講座「可茂地区の文化財紹介1
9　岐阜県博物館協会常任理事会
14　たのしい博物館「体験！インターネット」

21博物館講座「インターネット・ホー

ムページ制作講座3」
22　博物館講座「古寺を訪ねて6」
28　たのしい博物館「クイズで探検！博物館」

〔博物館協議会〕
当協議会は、博物館の運営に関し、館長の諮問に応じ、また意見を述べる機関として、岐阜県博物館条例（昭和51年）

第2条及び第3条の規定に基づいて設置され、委員は次のとおりである。

氏　　　名 仂�����k������b�現　　職　　名 

宇　野　　浩 弍)Xﾈﾊyzy�X･�ｸﾘ)9乂xﾕ｢�岐阜県高等学校長協会副会長 

小　瀬　洋　書 ��X･�x��%ｨｯｩ�Xｧr�大垣女子短期大学学長 

片　桐　武　司 乂xﾕｩd��ﾈｯ)Xﾉ�IOﾈｧx���岐阜県私立中学高等学校協会会長 

熊田光久 （9年6月11日まで〉 ○坂倉又吉 弍)XﾈﾊyH饂渥冲h,ﾈ橙�岐阜県博物館友の会会長 

千代菊㈱ ��y�8ｶXxｨ靖/yo�檠+r�
篠　田　　薫 �*�*�.)�h自v9'H���学校法人篠田学園 かぐや第一幼稚園園長 岐阜県公民館連合会会長 

嶋　崎　藤　雄 弍)Xﾈ�9_ｸﾊxﾏij���

◎土　屋　　斉 �ｩ�X･�Izxｾ(ﾗ2�㈱大垣共立銀行取締役名誉会長 

野　村　令　子 儖ﾈ�)*ﾉzy�ﾉY�ﾇﾈ抦ｧxﾕ｢�岐阜県小学校長会 

溝　脇　昭　人 冖ﾈﾌ8夊6X8ﾈ7)_ｩ�xxｨｯ)Xﾈ辷ｼr�名古屋テレビ放送㈱報道部 

山　田　弘　子 僮)�ﾉ*ﾉzxﾙY�ﾉ(hｧxﾕ｢�岐阜県中学校長会 

和　田　吉　弘 �(iYH���%ｨｯｩ�Xｧr�中部女子短期大学副学長 

◎会長　○会長代理　　平成10年3月31日現在五十音別）
ただし、任期は平成8年6月21日～平成10年6月20日
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〈開催状況〉

月　日　平成9年5月29日

場　所　岐阜県博物館　第一会議室

議　事・今、岐阜県博物館に求め

られているもの

一特色ある博物館にする

ために一

・その他



〔実施事業の概要〕

平成5年度から制作してきたマルチメディアソフト

「ハイパーハイビジョン風土記『ひだ・みの紀行」」が、

平成9年度に飛騨街道編、郡上街道編を作成し、これま

での美濃路編、中山道編と合わせて、全編が完成した。

これは、県内全域の自然、民俗、産業、歴史などの事

象を紹介するもので、見たい事象を自由に検索、閲覧で

きる世界初のハイビジョンマルチメディアソフトとして

注目されている。

検索事象項目数 �564事象 

映 像 登 録 数 �6�487(5x8x99:陞b�56本 

ハイビジョン静止画 ���曳ｲ�

N　T　S　C　動　画 ��s�gｲ�

写　真　資　料　数 �1430点 

対　象　市　町　村 �99 

また、本年度7月にソフトピアジャパン等のプロバイ

ダーを経て、インターネットによる情報発信を開始した。

情報提供の内容は、博物館の概要、利用案内（交通ア

クセス、料金等）、催しもの案内（特別展等の各月のメ

ニュー）、常設展示紹介（フロアごとの展示内容、展示

解説）、所蔵案内、風土情報、県内の他博物館等の紹介

などである。

1調査研究活動

人文関係では、岐阜県内の白山山麓の寺社に残る能面

と、それに関連の深い全国各地の能面や関連資料につい

て調査研究した。

自然関係では、岐阜にゾウがいたという新生代新第三

紀中新世を中心に、地層に眠る化石、岩石の調査研究を

行った。また、百年公園で岐阜大学とともに、繁殖生態

等カブトムシの行動について調査研究した。

2　展禾活動

下の表に示すように、特別展2回、資料紹介展2回、

特別陳列1回、マイミュージアムギャラリー展8回を行

ったほか、（財）岐阜県文化財保護センター速報展が開

催された。

3　資料収集活動

人文関係では、美濃・飛騨両地域の近世、近代史を中

心に資料の収集を行い、自然関係では、中濃を中心とし

た平野部、濃尾平野の植物について資料の収集に努めた。

4　教育普及活動

「たのしい博物館」（20回）等年間59回（60日）の講

座、観察会等を開催した。「体験！マルチメディア」の

講座で、対象は幼児から大人まで多くの参加者を得て、

ハイビジョン映像を通し、マルチメディアの世界を体験

してもらった。また、マルチメディア工房では、高校生

グループがハイテク技術を駆使して、熱心に番組制作に

挑戦した。4年目を迎えた特別行事「きのこ王国岐阜体

験ゼミナール」、6年目を迎えた「七草がゆを食べよう」

また「百年公園、博物館を写生しよう」は多くの参加者

があり、好評を博した。

なお、本年度入館者は、55，757人であった。

展　　示　　名 弍ｨ����ｭB�展　　　示　　　内　　　容 �?ﾈｭ倆)�B�

常　　　　設　　　　展 僖�����ｭB�人文展示室Ⅱの円空のコーナーを中心に、随時、能面、刀剣、陶器等 ��ﾂ�
のコーナーの展示替えをした。 

特別展 「花と烏のイリュージョン」 滴��#X�ﾃh����「花鳥」に代表される自然を基盤にして、近世画壇に大きな影響を及 ����3c���
はした円山応挙ら芸術家から見た自然と、瑞浪の旗本・馬場大助らアマ 

チュア学者らの見方を岐阜県にゆかりのある作品を中心に紹介した。 

特別展 「薬草のふるさと伊吹」 祷���8�ﾃ���纈�伊吹山系は、気象や地質的にも特徴があり、その伊吹山に生育する特 ��h�3�#��
徴的な植物や亜高山性の植物も多く見られ、薬草の宝庫としても歴史的 
に著名である。伊吹の厳しい自然環境がはぐくんだ生物、気象衛星がと 

らえだ伊吹フィールドなど特徴のある伊吹の自然を、薬草を中心にして 

総合的に紹介した。 

資料紹介展 「大垣内貝類コレクション」 度�綛�ﾃ���3��岐阜県を中心に鞋産貝類の研究を続けてきた大垣内宏氏が、博物館に ����3����
寄贈された貝類標本約1万点の中から、ヌノビキマイマイなど学術上貴 

重な新種の貝等、氏と関わりの深いものを中心に紹介した。 

世界の民俗資料紹介展 「くらしの中の木の文化」 ������X�ﾃ�(��#2�インド、アフリカ、オーストラリアの3地域の木製品から、動物をモ �8�3�cR�
チーフにした作品約60点を紹介した。県が高山市に建設を予定している 

「世界民俗文化センター」の開館に先立って紹介した。 

特別陳列 �(��#��ﾃ8��3��県内の文化財をシリーズで紹介する企画展の4年目であり、可茂地区 店�3#�"�

「ふるさとの文化財紹介展」 �11市町村の特色ある文化財を調査研究し、その成果を98点の資料で紹介 
～可茂地区～ 凾ｵた。 

マイミュージアムギャラリー 買��H�綛�ﾂ�����8��#"�古代オリエント宝玉（4／5－5／5），自然の造形美（5／10－6／10）， ��

四人展（6／29－8／3），鉄腕アトムコレクション（8／10－9／21），古 

鏡と台湾の民具展（9／28－11／3），城下町八幡町の起源と八幡神社の 

宝物（11／11－12／21），和風展（HlO，1／6－2／11），自然の情景写真 

展（2／17－3／22） 
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〔展示の入れ替え〕

人文展示室2

本年度は、春季特別展「花と鳥のイリュージョン　江

戸の学問と芸術」を当展示室で開催したのを機会に、室

内のイメージ替えおよび随時作品の展示替えを行った。

（1）仏教美術部門

本部門では、当館及び県内の寺院などに所蔵されてい

る、歴史的・美術的に価値の高い仏像・仏画など仏教に

関わる作品（レプリカを含む）を展示した。

本地地蔵菩薩画像　　　室町時代　　当館蔵

小島荒神画像　　　　　室町時代　　当館蔵

三島良順写妙法蓮華経　現代　　　　当館蔵ほか

本地地蔵菩薩画像　当館蔵

（2）陶芸部門

本部門は、多治見工業高等学校所蔵の織部を中心に、

岐阜市の金華山焼、近隣の犬山焼などを展示した。

織部草花文平茶碗　　桃山時代　　当館蔵

美濃伊賀水指　　　　桃山時代　　当館蔵

織部梅文四方鉢　　　桃山時代　　多治見工業高校蔵

聖二∵∴∴∴∴：∴∴ � 

∴㌦∴丁∴ lj単一考 ∴∴∴∴ 

く／課す／ 

織部四方平鉢　当館蔵
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（3）書画部門

本部門では、地元に縁の深い画家、書家、文人の作品

をはじめ、日本美術史に名を残す人々の作品を江戸時代

のものを中心にテーマを設定して展示した。

〈旗本・馬場大助の世界〉

馬場大助　　羅漢図袈裟　江戸時代　天就寺蔵

馬場大助　　花井図　　　江戸時代　光春院蔵ほか

〈美濃の女流画家〉

江馬細香　　養老爆布図　江戸時代　個人蔵

梁川紀聞　　墨梅図　　　江戸時代　個人蔵ほか

（4）刀剣部門

本部門では、美濃の刀剣を中心に展示した。

年間を通じて、太刀や打刀、短刀、槍など各種の刀剣

類、あわせて太刀捕、槍掠、長刀推等も展示した。また、

広く刀剣に関する知識・関心を持てるように刀の製作工

程も展示した。

（5）金工部門

当館には、鐘や小柄をはじめとする刀装具類や古鏡が

多く寄託されている。それらのうち、美術的・歴史的に

価値のある作品を中心に展示した。

鶴丸文鉄鍔　　　　　　　　　無銘　　江戸時代

柳下小野道風に蛙金象歌鍔　無銘　　江戸時代

老松図毛彫銅鐸　　　　　　銘　来意　江戸時代　ほか

（6）円空部門・小企画部門

岐阜県が誇る芸術家・円空の業績を展示した本部門で

は、彼の遺した仏像（レプリカ）をはじめ、書画および

彼を取り扱った歴史資料を展示した。

また、本年度前半においては「小企画部門」とし、「近

世暗人伝と美濃の人々」と銘打って、江戸時代後期のベ

ストセラー「近世崎人伝」に現れた美濃の人々を紹介し、

あわせて彼らの資料を展示した。

伴高渓　「近世崎人伝」（正・続）　　江戸時代

円空　　「富士山図」　　　　　　　江戸時代

永田佐吉「宝珠図日画賛」　　　　　江戸時代　ほか

∴∴t∴∴：∴∴∴∴∴ �� 

∴∴∴：∴ 　∴∴∴、、：∴：∴ ∴∴∴∴∴∴∴一 　∴∴∴ γ／㌘／不 　言∴∴一 　∴∴「∴ ��

一∴∴： ＿「∴ 

円空　「富士山図」　（藤川靖司氏寄贈・当館蔵）



平成9年度春季特別展

1展示会名称

「花と鳥のイリュージョン　～江戸の学問と芸術－」

2　開催期間

4月25日（金）～6月1日（日）

3　趣旨

古来より、日本の美術においては様々な自然の景物が

取り上げられてきた。それらの題材は絵画をはじめ多く

の美術品に利用されてきたが、近世後期になってその様

相に変化が出てきた。それは「自然」を文様・意匠とし

て捉えるのではなく「学問」の対象として、多くの人々

が科学的な視点から研究をはじめたことにある。

本展覧会では、写生を基盤にした絵画を創出し、近世

絵画に大きなインパクトを与えた円山応挙や岸駒ら絵師

側から見た自然の表現方法と、現在の瑞浪市に領地を持

っていた旗本・馬場大助らアマチュア学者らの自然研究

の様相を同時に展示することにより、江戸時代の人々の

自然へのまなざしを多角的に再現することを目的とし

た。

灘 　講読：（ ���� 

馬場大助　「花井図」　瑞浪・光春院蔵

4　展禾内容

本展では、大きく4つのコーナーに分け、絵師やアマ

チュア学者など、立場の違いによって自然の見方や表現

が大きく変わることを、比較できるような構成にした。

（1）円山応挙と美濃

江戸時代後期以前の絵画界においては、粉本（絵手本）

による絵画の制作が盛んであり、実際に写生したものを

そのまま完成作品に活かすことは少なかった。

そのような中にあって、円山応挙は写生を盛んに行い、

実際の作品にもその技術を活かした。これが全国的な人

気を得、美濃にも彼の描いた襖絵が、戦前まで伝わって

いた。

〈主な展示品〉

円山応挙　　竹雀図襖　　　　京都・東本願寺蔵

－13－

（2）岸派と美濃

円山応挙亡き後の京都画壇で一大勢力を築いたのが、

岸派と呼ばれる一派であった。彼らは、応挙とは違い、

中国風の写生を基盤にして人気を得た。

美濃からも喜田華堂（関ケ原出身）や三尾暁峰（付知

出身）が入門し、郷里に戻って岸派の作風を広めている。

〈主な展示品〉

三尾暁峰　　孔雀図　　　　岐阜・個人蔵

（3）馬場大助と赫撒会

馬場大助　『詩経物産図譜』より

江戸時代も後期になると、科学的な視点から自然の物

を見ようとする動きが各地で起こった。

瑞浪市に領地を持っていた、旗本の馬場大助もそのひ

とり。彼の残した図鑑と、彼の属していた大名の自然科

学研究サークル・賭鞭会メンバーの作品を紹介した。

〈主な展示品〉

馬場大助　　遠西舶上画譜　　東京・東京国立博物館

（4）伝統工芸と花鳥

本コーナーでは、江戸時代から伝わる伝統工芸・郡上

梁に見られる花鳥をモチーフとした作品を展示した。

〈主な展示品〉

渡辺庄吉　　乗数斗文壁掛　　　　本館蔵

〈関連事業〉
・5月3日（祝）　特別展講演会

「花鳥画の流れの中に見る円山派の思想」

京都大学教授・佐々木丞平氏
・5月11日（日）　特別展講演会

「旗本・馬場大助の世界」

東京国立博物館・佐々木利和氏
・5月25日（日）　博物館講座

本館学芸員・岩佐伸一
・図録作成

・岐阜県華道連盟による生け花展示



平成9年度秋季特別展

1　展示会名称

「薬草のふるさと伊吹」

2　開催期間

平成9年9月13日（土）～11月9日（日）

3　趣旨

伊吹山系は本県の西端の南北に連なっている高さ1000
－1300m余りの山並みであり、伊吹山はその南端に位置

し、最高峰の1377mである。

冬期は、日本海から吹きぬける寒冷な季節風が影響し、

積雪量が多い地域である。地質は、古生代（約3億年前）

に形成され、石灰岩層で構成されている。

このような気象や地質から伊吹山のみに生育する特徴

的な植物（特産種）が多くなっていて、石灰岩を好む植

物や亜高山性の植物も多く見られる。

特徴のある地質や気候条件を生かして織田信長が、薬

草園をこの地につくらせたことも有名で、現在でも、薬

草の宝庫として知られている。

このような特徴のある伊吹の自然を薬草を中心にして

総合的に展示し、県民の方々に広く紹介したいと考えて

開催した。

4　展禾内容

展示内容を5つのコーナーに分け、伊吹の植物、中で

も薬草を中心にして、伊吹の動物や、岩石まで含め合計

360点を総合的に展示した。

（1）伊吹フィールドの空中散歩

ランドサットの写真や植生図を8点展示し、伊吹山系

を中心に、地形や伊吹山の位置などが空中から眺めて分

かるように工夫し展示した。

（2）伊吹の植物の世界をのぞく

伊吹山の岐阜県側を、山頂～北尾根、中腹、麓という

ように場所ごとに分けて展示した。植物が個体維持や種

族保存のために、それぞれの環境に適応していることな

どを9点のレプリカ、86点の植物標本、17点の大型標本

などで具体的に紹介した。

キ：∴一　千へ 態鮒＼蕊－ 

∴　　∴　∴　　　∴∴∴ 
訪（＼i 　　；∴＼ 　　　子ら 

主題鸞監 
園田閣議箋 偖�ﾊ｢�耳�ﾈ�ﾈ�8�H�b�
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伊吹山のお花畑レプリカ
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（3）伊吹の薬草とそのルーツをたずねて

生薬とともに伊吹山系を代表する薬草、128点を展示

した。また、実際に薬草を触れたりにおいを喚いたりで

きるコーナーも設置した。

‾演／i 融点∴ふ－∴／㍉÷謹 言〇〇°”－－－∴ ＼∴ ：∴ ∴ し：∴十で齢 ��子∴〃 倡Xｮ��c��來��8�驅��8����｢�

∴∴〇一∴ ��

∴∴∴叩 ��

∵詰：∴∴∴ ���H�s�ﾘ�������
∴、i ∴∵∴∴ 仆��-���ﾂ��耳�b����h�Xﾋ��

薬草を体感するコーナー

また、伊吹の植物研究の歴史を年代ごとに文献や実物

資料をそろえて展示紹介した。たとえば文献では、飯沼

慾斎の草木図説、標本資料では、牧野富太郎氏の植物標

本である。

江馬闇斎考案の

薬草風呂

（内藤記念くすり　博物館蔵）

（4）伊吹にひそむ特徴的な動物たち

ミカドギセルなどの石灰岩を好む貝など、伊吹を特徴

づける動物標本を22点紹介した。

（5）伊吹の特徴ある地質や気象、化石

伊吹で見つかったサンゴやウミユリ、フズリナなどの

化石や、金生山で見つかった化石を中心に紹介した。

〈関連事業〉

○自然観察会　　　3回　7／6，9／14，10／12

0だのしい博物館　2回　9／23，11／23

0特別展講演会　　9／28　講師井波一雄氏

（井波植物研究所所長）

10／26　講師水野瑞夫氏

（岐阜薬科大学名誉教授）



〔資料紹介展〕

大垣内貝類コレクション

平成9年7月5日（土）－8月31日（日）

岐阜県博物館では、長年にわたり、岐阜県を中心に貝

類の研究をしてきた西宮市在住の大垣内宏氏から、貝類

標本約1万点の寄贈を受けた。大垣内氏は阪神大震災で

被災したが、被害を免れた標本の中には、学術上貴重な

ものが多数含まれている。特に、ヌノビギケマイマイや

ハズレミジンヤマタニシなどの模式標本はきわめて重要

である。

本展覧会では、膨大なコレクションの中から、大垣内

氏が発見した新種の貝など、氏と関わりの深いものを中

心に展示紹介した。

ヌノビキケマイマイ

（1）海の貝

大垣内氏が貝に興味を持ったのは、高校生のときであ

った。このコーナーでは、当時、氏が、鳥羽市菅島や紀

伊長島で採集した標本を展示した。この他に海底の土砂

から採集した小さな貝もたくさんある。大垣内氏が、サ

ンドポンプで海底から吸い上げられた土砂をふるいにか

けて集めたものも紹介した。

展示風景（1）
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（2）岐阜県の陸産貝類

大垣内氏は、大垣市に在住していたときに岐阜県博物

館の資料収集協力員として陸産貝類（マイマイやキセルガ

イの仲間）を調査した。これらの調査で、大垣内氏によ

ってあらたに分布が岐阜県で確認されたものを展示した。
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展示風景（2）

（3）絶滅のおそれのある陸産貝類

コレクションには、環境庁が「日本の絶滅のおそれの

ある野生生物」に選定したものが数多く含まれている。

このコーナーでは、大垣内氏が自ら採集したり、全国の

貝類研究者と交換して集めたものを展示した。
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展禾風景（3）

（4）さわってみよう

実際に貝殻を手に取り、間近で観察できるよう海の貝

やカタツムリ類の標本を展示した。

また、コウべマイマイなど陸産貝類の生態展示も行った。

〈関連事業〉

記念講演会　8月3日（日）

「かたつむりのはなし」大垣内宏氏　宮崎　惇氏

講演会の聴講者には、大垣内宏氏が執筆した築地書

館発行の「カタツムリの生活」が配布され、カタツム

リの生態について、スライドを使いながら、わかりや

すく解説された。



世界の民俗資料紹介展

1　展示会名称

「くらしの中の木の文化」

2　開催期間

11月15日（土）～12月23日（祝）

3　趣旨

現在、岐阜県は「世界民俗文化首都」構想に基づき、

高山市に「坦界民俗文化センター」を整備しつつあり、

そのために収集された作品を、開館に先だって県民に公

開しようとする展示である。

高山市を中心とする飛騨地域は、「飛騨の匠」をはじ

め日本でも有数の木の文化を誇ってきた。このような地

に整備されつつある、世界民俗文化センターが、世界中

の民族が作り出した「木」に関わる作品を収集し、展示

することは、世界における飛騨地域の文化価値を認識し、

高めることに意義ある事業である。

本展示では、収集品の中から、アフリカ・インド・オー

ストラリアの人々が、その暮らしの中で作り出した木製

品を展示、紹介した。

4　展元内容

（1）インドのくらしと木製品

ヒンズー教は、インドの人々にとって単なる一宗教に

留まらない存在である。くらし全てにわたる生き方の基

本であるだけでなく、社会的なルールも宗教の上になり

立っている。

その様な彼らが作り出した、ヒンズー教を讃えるレ

リーフをはじめとする作品を展示した。
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（2）アフリカの祭りとくらし

西アフリカ内陸からギニア湾岸、中央アフリカに至る

赤道に近いアフリカの地域は、優れた造形を誇る仮面の

宝庫として知られる。

その地域に見られる仮面は、部族の祖先や精霊を表す

とされ、葬儀や農耕儀礼、成人式などの非日常的場面に

おいて使われた。

本コーナーでは、そのような仮面や占いに使われた道

具など、信仰と儀式に関わる道具類を展示した。

コートジボアール　セヌフォ族　　烏

（3）オーストラリアのくらしから1（アーネムランド）

（4）オーストラリアのくらしから2（中央砂漠地域）

オーストラリア大陸の最初の住人は、アポl）ジ二と呼

ばれる先住民であった。彼らは長年の間、狩猟採集の生

活を続け、独自の文化を築き上げた。

文字を持たない彼らは、部族の神話や祖先を絵画や彫

刻の形で伝承してきた。それらをモチーフにしたさまざ

まな木製品を展示した。

∴∴．」．ト ��
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オーストラリア・アーネムランド　アボリジニ「魚」

〈関連事業〉
・12月7日（日）　講演会

「くらしの中の木の文化　－インドを中心に－」

（財）野外民族博物館リトルワールド主任研究員

高橋　貴氏
・リーフレットの作成



〔特別陳列〕

ふるさとの文化財紹介展　一可茂地区一

平成10年2月21日（土）～3月31日（火）

東西の文化が交流する岐阜県には、歴史的にも文化的

にも優れた文化遺産が数多く残されている。こうした誇

るべき“ふるさとの文化財”を広く紹介することによっ

て、地域の歴史や文化に対する認識を新たにするととも

に、郷土の文化遺産の保存と掘り起こしの一助となるよ

うに企画されたのが、この特別陳列である。

1年目の西濃地区、2年目の岐阜地区、3年目の美濃

地区に続く今年度は、「廻る可茂」と超して、可茂地区11

市町村の文化財を紹介した。資料所蔵者や各市町村教育

委員会など関係各位の多大な協力をいただき、木曽・飛

騨川の中流域の豊かな自然を背景として成立した可茂地

区の地域色に富む文化財を一堂に展示することができ

た。展示資料は、考古・歴史資料から書画・美術工芸品、

民俗資料にいたるまで多彩なものとなった。

〈展示膳成〉

展示は、各市町村別のコーナーと可茂地区共通コー

ナーの2つに分けて構成をした。

（1）各市町村別コーナー

①美濃加茂市　②坂祝町　③富加町　④川辺町

⑤七宗町　⑥八百津町　⑦白川町（⑧東白川村

⑨可児市　⑩御嵩町　⑪兼山町

（2）可茂地区共通コーナー

①円空仏（②中山道　③生活絵巻

回国

ふるさとの文化財紹介展の展示風景

〈主な展禾内容〉

各市町村ごとに展示のテーマを設定し、それに関わる

資料を収集・展示した。そのため、地域の特徴がよく表

れ、意図的でわかりやすい展示になったと考える。

①美濃加茂市…廻る！江戸時代の美濃加茂

②坂祝町…廻る！寺社に残された宝物の数々
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（D富加町…廻る！半布里戸籍と半布里の武家社会

④川辺町…廻る！大部古天神社の宝物と旗本大嶋家

⑤七宗町・・・建る！龍門寺の文化と粟津文楽

⑥八百津町…廻る！名刹に残された秘宝

（D白川町…廻る！漫俳・岡本一平の世界

（抄東白川村…延る！廃仏毀釈と村の文化

⑨可児市…廻る！美濃の焼き物の歴史と文化

⑲御嵩町…廻る！隠れキリシタンの信仰

⑪兼山町…廻る！戦国武将森氏の繁栄と文化

○円空仏・慈愛の世界

江戸時代初期に美濃国に生まれた円空上人は、生涯に

12万体の仏像を造ったといわれる。可茂地区の円空仏は、

存在することは知られていても、あまり注目されず一堂

に会することもなかった。そこで、可茂地区6市町の優

れた円空仏を紹介した。

○中山道の宿場風情

可茂地区の一つの特徴は、中山道が通っていたことに

ある。宿場も御嶽宿・伏見宿・太田宿の3ヶ所あり、中

山道文化が栄えていた地域ともいえる。安藤広重の錦絵

を中心として中山道関係資料を展示した。

○明治・大正期の生活絵巻

時代と共に忘れ去られていく明治・大正の庶民の風俗

や文化を絵巻で紹介した。この絵巻は、美濃加茂市出身

の高橋余一氏が記録描写したもので、場面場面に解説を

加えながら詳しく記されている。

〈展禾資料数等〉

76件（資料総点数93）

県指定文化財8件、市町村指定文化財21件

また、写真入りの解説リーフレット（A4判・16ペー

ジ）を作成した。



〔マイミュージアムギャラリー〕

（1）運営の概要

県民（在住、在勤、ゆかりの人）が収集・所蔵してい

るコレクションを募集し、一定期間、公開展示をする。

マイミュージアムギャラリー企画運営委員会を通じて承

認された展示計画に従って、順次展示を行う。出展者の

募集は常時行っている。

（2）平成9年度の展禾状況

回 �5x麌ｯｨｭB�出　展　者 偬�5y>�vR�

l 兌ﾙ�ﾃ吋��　　あきら 伊藤　彰 侘9�84�8ｨ4x986r�4月5日（土） l 5月5日（日） 剳�ﾊ展 

2 店ﾈ���?ｨ��7��｢�ﾂ�hﾈ���?ｨ����｢�児玉　輝彦 俾��(,ﾉ�(ﾆ�Oﾂ���ｶX扞���"�かみもら　すぇ 上村　末子 ���峪���"�
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4 嶋ﾈ���?ｨ��?ｨ�｢�ﾂ�加納　八郎 �59�(4�6x8��

9月21日（日） 刄Rレクション 

5 祷ﾈ�#�?ｨ��?ｨ�｢�ﾂ���ﾈ�9?ｨ�偬ｨ�｢�梶山　周平 侘8ｻ�,b�
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6 ���ﾈ���?ｨ����｢�ﾂ��(ﾈ�#�?ｨ�佇��｢�小野八幡神社 ���ｩ*ﾉJｩJi*ﾈ,ﾈｴ靈�,b�
前田　　博 價ｩJi���,ﾉ_9Z��
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（3）展禾記録「マイ・コレクション」の発行

展示リーフレット「マイ・コレクション」を各回の展

示ごとに発行した。平成9年度は7年度からの通番で、

第15号から第22号まで発行した。

（4）出展者による解説・講演・実演等の開催

来館者に対して、出展者による展示解説、講演、実演、

教室を以下のように開催した。

〇第1回「古代オリエント宝玉展」
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解説　ふしぎの国のトンボ玉　西尾正剛さん

期日　平成9年5月5日

場所　マイミュージアムギャラリー内

出展者の伊藤さんと共に、ご自身でもトンボ玉を製作

されている恵那市在住の西尾さんが現代のトンボ玉を出

展された。合わせてトンボ玉の製作過程を解説された。珍

しく不思議なトンボ玉の魅力に来館者は見入っていた。
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〇第4回「鉄腕アトムコレクション」

ハイビジョン映画上映会「鉄腕アトム」

期日　平成9年7月20日－8月31日／1日2回

場所　マイ・ミュージアム3階　ハイビジョンホール

内容　「宇宙空港R45」「ウランちゃんとウランちゃん」

ギャラリーの展示に合わせ、夏休み期間中に限定し、

鉄腕アトムのハイビジョンアニメ映画の上映を行った。

夏休みということもあり、家族連れが多、〈盛会であった。

〇第5回「古鏡と台湾の民具展」後藤　勇夫妻

談話会　「我が家と2個のっぽ」

期日　平成9年10月12日

場所　マイ・ミュージアム3階　ハイビジョンホール

「台湾の民具」を出展の後藤男さん夫妻による談話会

を開催した。後藤さんのお租父様の代からゆかりのある、

台湾の現地の方々との交流を話された。余り知られてな

い台湾の素顔に触れ、有意義な国際理解の時間となった。

∴　∴ ������

∵／蒸÷線描 　　葺 劔�R�

∴「：∴ ∴∴：∴： 登用詳 ∴一∴ 

高 
評 剿鳴���



〇第7回「和風展」小川　義明さん

実演　手作り凧の武者絵・浮世絵描き

期日　平成10年1月6日～11日・27日～31日

午前10時30分～午後4時までの11日間

場所　マイミュージアムギャラリー会場内　特設舞台

凧は自分で作ってあげてこそおもしろい。凧あげの醍

醐味を一人でも多くのお客さんに知ってもらいたいと、

長期間、長時間の実演開催であった。自ら持参の凧糸や

手作り凧を来館者にプレゼントするなど、来館者には好

評であった。

〇第8回「自然の情景写真展」ARI写真同好会

写真教室　撮影会・鑑賞会

期日　撮影会：平成10年2月22日　午前10時～12時

鑑賞会：平成10年3月1日　午後1時～3時

場所　マイミュージアムギャラリー会場及び、博物館

周辺の百年公園（鑑賞会はハイビジョンホール）

ARI写真同好会の皆さんが、これまで培った撮影技

術を一般のアマチュアの来館者に伝えつつ、学び合いた

いと写真教室を開催した。撮影会では女性モデルや自然

の情景の撮影会を行い、1週間後にその鑑賞会を行った。

同好会の方々は、参加者に丁寧で適切なアドバイスをす

るなど、終始和やかな教室であった。

藤予＼Y i掌／造出艶二∴∴嘉 劔劍�����������ﾘ(-H�������
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（5）博物館同人としての登録

出展者は博物館同人とし、14名に同人証を発行した。

また、同人として以下の方から資料の寄贈を受けた。
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・小川義明氏　「手作りの六角凧」l点

（6）平成9年度の出展申し込み

岐阜県出身の挿絵画家等の作品、山頭火の句碑拓本、

バードカービング、刀装具・書画、刀剣、海外日本人学

校帰国教師の会の海外コレクション、黄瀬戸のコレクシ

ョン、クラシックカー等のコレクション、江戸～大正・

昭和の文庫本など、計9件の申し込みが合った。内2件

は県外からの申し込みであった。

（7）マイミュージアムギャラリー企画運営委員会

○期日10月14日　　○場所　本館会議室

○議題

（Dこれまでの展示の経過と課題について

・バラエティに富んだ内容で、老若男女を問わず楽しめ

る。また、リピーターが増えてきている。

・出展者による実演、講演、展示解説が実施できた。

・展示準備、撤収はスムーズに対応できている。

・効果的な案内や広報がなされ、毎回のように新聞報道

があった。

②平成10年度展示計画について
・内容に楽しさが出て、バランスがとれている。

・広報、PRを効果的に行うことが大切だ。

・生涯学習の成果作品の展示が増えることを願う。

○委員の構成（平成9年度）

氏　　名 冩������������R�

委員 ��9nﾈ��tR�岐阜県市長会長 

〟 倩Xｹｹ�ﾈ�?��名古屋大学名誉教授 

ク 舒)68���ﾉu��会社会長 

〟 ��:���肢���岐阜県地域婦人会連合会会長 

ク �8萎���:�u��岐阜県公民館連合会長 

′′ �(h皐��]r�岐阜県町村会長 

〃 �-(����ｽ8爾�岐阜県社会教育委員連絡協議会長 

ノク ��Hﾌｸ���ﾘ爾�闇市教育長 

ク 傴ﾉgｸ��ﾍﾈ蔗�岐阜県博物館協会理事長 

ク ��68��ﾊｨ蔗�岐阜県議会文教警察委員長 

ク ��I�X��ｮIOﾂ�前岐阜県博物館長 

ク 亳y68��dﾂ�岐阜県芸術文化会議会長 

会長は吉田豊氏、副会長は松本五三氏が継続就任。



〔文化財保護センター速報展〕

土に刻まれた古代・中世～米づくり・モノづくりから～

平成10年1月14日（水）～2月1日（日）

（財）岐阜県文化財保護センターでは、県下各地にお

いて埋蔵文化財の発掘調査を実施しており、現地説明会

などのほか、毎年速報展を開催してその成果を広く県民

に報告している。近年の発掘調査では、陶磁器などを焼

いていた窯跡、製鉄・鍛冶跡や食糧の生産・獲得の場で

ある水田などの「生産遺跡」について、多くの遺構や遺

物を検出し、注目すべき成果を挙げつつある。その中か

ら米づくりと現在もなお本県の主要産業の一つである窯

業を中心に、県文化財保護センターの調査した7遺跡を

とりあげ、資料を古代から中世にかけて時代別に展示し、

生産にかかわる当時の人々の暮らしや知恵、努力などを

紹介したのが、この速報展である。

主催は県文化財保護センターであり、当館は昨年度に

つづき、県教育委員会とともに共催という立場でこの展

示会に参画した。
ー′ ���6ﾒ�言渋饗讃鶉綴霊詳報／ 
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〈展元構成〉

水田関連遺跡として5遺跡、窯跡として2遺跡をそれ

ぞれ次のように時代を追って展示した。

水田関連遺跡

（D深沼遺跡（国府町、弥生時代）

②荒尾南遺跡（大垣市、弥生～古墳時代）

（り今宿遺跡（大垣市、弥生一古墳時代）

④下有知遺跡群（関市、弥生一古代）

（D西屋敷遺跡（関市、中世～近世）

窯跡

⑥船山北古窯跡詳（各務原市、古代一中世）

⑦北小木古窯跡群（多治見市、中世）

〈おもな展禾内容〉

（1）水田関連遺跡

深沼遺跡では、喧嘩のわかる弥生時代の水田土層の剥

ぎ取り、荒尾南遺跡では、田下駄・鍬などの木製品、全

国でも珍しい82本のオールをもつ大型船と帆掛け船を描
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いた線刻絵画土器、今宿遺跡では、古墳時代の水田に4000

歩以上残された足跡列の一部切り取り、農業の祭りにか

かわる鳥形木製品、弥生土器、土師器を展示した。下有

知遺跡群では、高床倉庫のはしごなどの木製品、墨書土

器、西屋敷遺跡では、碗・皿・キセル・古銭など生活関

連の遺物を展示した。また、各遺跡で検出された水田跡

などの遺構を、写真パネルで紹介した。

（2）窯跡

船山北古窯跡群では、瓶などの灰袖陶器、大藷、壷・

碗・皿・仏具など各種の山茶碗、鎌倉時代初期の年号の

刻まれた刻銘陶器、北小木古窯跡洋では、山茶碗、皿を

展示した。また、窯道具の一つである蓋、焼成中に焼

台に付着した皿、窯跡の写真パネルなど、窯のしくみや

焼成技術にかかわる資料を展示した。

〈展示資料数〉

194点（水田関連82点、窯跡112点）

〈関連事業〉

記念講演会　1月18日（日）

「最近の県内発掘事情に見る地域のすがた」

三重大学教授　　八賀晋氏

黄）∴：葦 騒“・敬一 ��H菠���iuﾂ����X���∴∵ ∴∵ ∴ ∴∴一 ∵∴∴ 
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〔調査研究・資料収集活動〕

一自　然　部　門－

1調査研究

〈動物分野〉

（1）特別展「つのつのかぶとむし」に係わる調査

①カブトムシの生態調査

昨年に引き続いて、7月から8月に、岐阜大学農学部

と共同で、カブトムシのオス二型（大型オスと小型オス）

の繁殖成功度を明らかにするため、関市小屋名百年公園

でマーキング調査を実施した。

また、昨年度から幼虫の飼育実験も行った。随時、幼

虫の体重を測定し、さらに羽化した成虫の角、鞘麹の長

さも測定した。これらの結果については、現在、解析中

である。

彗 ��「∴ ∴ ∴∴ ∴∴一 ∴∴ ����h������������｢������轡 ∴∵ ∴ 言 ��(�X���iy／ 、“轡 ；－ ＼iAl一一、言 ．千言 ∴ ���-8������9(h��������������b�ﾘ"�~ﾒ�、＼㌧ � 刪鼈鼈� ∴－言∴言 凭ﾒ��ﾈ���

カブトムシの鏑（オス）

昨年度の結果について、日本昆虫学会第57回大会で岐

阜大学農学部の土田浩治助教授らと連名で口頭発表し

た。

②オオキバハネカタシ（甲虫目：ハネカタシ科）の生態

について平成5年から7年に、京都府北桑田郡美山町芦

生の京大演習林で、オオキバハネカクシのオス成虫の闘

争について調査した。その結果について解析し、日本動

物行動学会第16回大会でポスター発表した。講演要旨は

以下の通りである。

オオキバハネカタシ亜科に属するハネカタシは発達し

た大顎を持つことが知られているが、その機能はよく分

かっていない。演者はブナ倒木上に発生するツキヨタケ

を食べるオオキバハネカクシarYPOZ・uSjaponIous Sharp

について調査した。体サイズ（大顎長、頭幅長、前胸幅
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長、前週長）を測定した結果、オスはメスよりばらつき

が見られるが、一般的に大きな大顎と頭部を持つことが

明らかになった。次に、ブナ原生林で行動観察をしたと

ころ、大型オスは、メスがいるツキヨタケ幼菌上をパト

ロールし、侵入してきた同種他個体を大顎を使って排除

すること（押す、広げて威嚇、相手をつかみ、投げ飛ば

す）が、分かった。以上のことから、大型オスでは、大

顎が同性内闘争の武器として機能していることが明らか

になった。

オオキパハネカクシの成虫（左：オス、右：メス）

〈植物分野〉

（1）伊吹の植物分布調査及び資料収集

伊吹山の岐阜県側地域を中心に植物相のまとめの調査

を行った

特に本年度は、特別展を開催するため、伊吹地域の植

物分布のまとめの調査と、複製（レプリカ）の製作のた

めの調査が中心になった。

（D新たに確認した植物

ホソパノアマナ

（ユリ科）

Llのdla∴trlflo7日

∴∴∴∴∴ ‾ヽ■ヽ∴ ∴∴ 



カテンソウ（イラクサ科）伯nocnIあーhponIca

エビラフジ（マメ科）vrcIa veJ？OSa Var．CuSpIdata

ナットウタイ（トウダイグサ科）的0克Ia sIeboldIana

テツカエデ（カエデ科）AceTnlpponIcum

サンカクゾル（ブドウ科）輝tIs flexuosa

ウシタキソウ（アカバナ科）cITCaea COTゐt．多

その他50種ほどの新たな植物を確認した。貴重なもの

は標本資料を作製したり、スライド等の2次資料にとど

めたりした。

調査結果はパソコン入力し、伊吹山の植物分布がわか

るようにまとめた。最終的には1309種の伊吹山の植物の

分布がわかるように設定した。

尚、希少種について聞青報をふせた。

（Dレプリカ作製のための調査

北尾根の登山道を中心にして伊吹のお花畑を特別展示

で再現するために、代表的な植物を選定し、その形態等

を調べた。

イブキトラノオ（タデ科）BIstortannjcrvar．j叩OnIca

アカツ（イラクサ科）BbeheTIa∴S．ylveStrl‘S

カワラナデシコ（ナデシコ翻仇窃妨us朝型概ねusvar．1α移IcaIn高〟

キリンツワ（ベンケイソウ科）5台dmaIzoon var．HoTIbund

その他20種ほどの植物の形態を調査した。

（2）白山調査及び資料収集

継続研究として、白山スーパー林道の三方岩岳に絞っ

て、植物の調査をした。

特にこの地域は貴重が直物が多いことから、伊吹同様

にできるだけスライド等の2次資料にとどめた。

ミヤマメシダ（メシダ科）AtA rIum〝e1．2nOl併）Is

ウダイカンバ（カバノキ科）Betula∴nJ檀XImowIc2Iana

ムカゴイラクサ（イラクサ科）LapoTtea bulbIfを噛

スダヤクシュ（ユキノシタ科）HaTellapo1．的hvlla

オオバキスミレ（スミレ科）防01a bTeVIstIpulata

ウメガサツウ（イチヤクツウ科）α高喝訪Ila j癌）mIca

ミヤマホツツジ（ツツジ科）舟をetaleIa bl噛Cteata

ツマトl）ソウ（サクラソウ科）ルIentalIs∴euTQpaea
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イワイチョウ（ミツガシワ科）鳥uTIa cTIsta－gallI

ササユリ（ユリ科）L11Iu〝hponIcu〝

〈地学分野〉

（1）特別展「薬草のふるさと伊吹」に係わる調査・資料収集

伊吹山周辺の地層・岩石の分布について調査し、美濃

帯に属する緑色岩・石灰岩・砂岩・泥岩など調査地域に

分布する主要な岩石標本を採集した。

（2）資料紹介展「岐阜にゾウのいたころ」に係わる調査・資料収集

瑞浪層群の分布する美濃加茂市・可児市周辺で、瑞浪

層辞を構成する主な岩石を採集した。また、化石として、

脊椎動物骨片・二枚貝・巻貝・植物を採集した。

（3）平成11年度特別展に係わる調査・資料収集

大野郡荘川村大黒谷周辺の手取層群を調査し、以下の

化石を採集した。
・硬鮮魚の鱗

・軟体動物

侮dIolus fを1catus

砂でene（族socolbICula）tetorIensIs

Mbponon（31°a tetOrIenSIs

OstreI（ねe

H7arella sp．

鋤aeTIoIdes sp．

TかorI．貧．VOk（lya仇aI

LわIo C浄訓〝1gOenSIs

LhIoI（宛うe

防vIparus sp．

・植物

DIctyOg．ml’tesI燈油ul椴e

DIctvoza〝Ites sp．

Ebol沼C1°a nl庇70nIca

GInAgoIdIum sp．

GInkgoItes sp．

R）（わ2al〝Ites TeInII

lbくわ2a〝Ites sp．

・生痕化石
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荘川村大黒谷の調査地



（4）岐阜県恐竜化石学術調査団（神岡町地域）

①調査の経緯

平成7年3月に恐竜の卵化石が確認され、岐阜県産の

可能性があることが発表された。これを契機に、岐阜県

では恐竜に関係する化石が産出する可能性がある神岡町

地域一帯の手取層辞を、3年計画で調査研究することに

なった。平成7年度は神岡町北ノ俣IiI地域を調査、平成

8年度は山之村地域を調査し、この地域における手取層

群の地質と化石を明らかにした。平成9年度は、山之村

地域の西隣に位置する大多和地域を調査することになっ

た。

②平成9年度の現地調査

平成9年度の現地調査は、7月25日～28日、8月8日

～10日、8月23日～24日の3回、実日数で9日間にわた

り延べ92人で行った。調査人数は多い日が12人、少ない

日が7人で、野外調査ではそれぞれ2－3人のグループ

に分かれて山地を踏査した。調査範囲は、跡津川沿いの

急峻な滝の多い地域なため、山歩きの経験等を配慮して

調査に当たった。地質班の調査結果に基づいて、化石斑

が化石の詳細調査を進めた。野外調査結果はその日のう

ちにまとめて、翌日の調査の基礎資料とした。

野外調査の整理は、10月26日に全員で検討を行い、そ

の後は各担当ごとでまとめの室内作業に当たった。調査

研究報告書の作成は、12月～2月にかけて行われ、2月

上旬に研究指導者（岐阜大学助教授小井土出光氏）の指

導を受けて行われた。

∴ ��劔���������h���b�
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調査範囲と調査ルート

国土地理院発行の5万分の1地形図「有峰潮」の一部を使用した

③調査結果

神岡町大多和地域に分布する手取層群は、飛騨片麻岩

類と船津花崗岩類を不整合におおって、下位から、庵谷

峠礫岩部層（厚さ約180m以内）、中俣乗越砂岩部層（厚

さ約200m）、南俣谷礫岩部層（厚さ約10m以内）および和
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佐府砂岩泥岩部層

（厚さ約350m以上）

が整合して重なり、

その積算層厚は約

700m以上と推定され

る。各部層が示す走

向はほほ北東一南西

方向であるが、跡津

川断層に沿う地域で

は大きく変化するこ

とがある。断層を境

にして、その南側で

は北一北西傾斜、北

側ではおおよそ南傾

斜であり、それぞれ

10〇一20o傾くが、基　　　　地局の調査風景

盤岩との境界付近で
（大多和の跡津川支流の沢）

は急変する。これらの各部層中には、ほぼ地層面の方向

に沿って買入した珪長岩類や安山岩類がみられる。

調査地域の手取層群の形成年代は、フイツシヨン・ト

ラック年代により測定された。手取層群の中俣乗越砂岩

部層の凝灰質砂岩が1億2800万年前と1億700万年前と

求められた。この値は昨年までの測定結果と比較すると、

後者は変質による若返りが認められ、前者も若干の若返

り年齢を示す可能性もある。

化石は、大多和地域の中俣乗越砂岩部層と和佐府砂岩

泥岩部層において、細～中粒砂岩層から植物化石とわず

かの生痕化石が産出した。植物化石は、オニキオブシス
・スフェノブテリス・タラドフレビス・グレイケニテス

・ポドザミテス・キンゴイジウム・キンゴイテスなどが

認められた。動物化石は、本調査地域では特に見つかっ

ていないが、巣穴などの生痕化石が特定の層準から見つ

かっているので、今後の調査に期待したい。

（D恐竜化石について

今回の調査範囲では、恐竜化石を見つけることができ

なかったが、恐竜が生活していたと考えられる環境下で

育った植物化石と生痕化石を採集できた。なお、調査地

域の北隣にあたる冨山県有峰湖の南東に流れる東谷上流

域では、本調査地域に連続する地層から硬鱗魚の鱗化石

や恐竜の足跡化石が報告されているので、今後とも注目

していく必要がある。

⑤まとめ

神岡町山之村地域の手取層群について、地質と化石を

明らかにした。今年度の調査では、恐竜に直接結びつく

化石の発見はなかったが、手取層群の貴重な資料を得る

ことができた。これは岐阜県の恐竜時代の研究における

基礎資料になるものである。

本年度の詳細な調査研究報告は、「岐阜県博物館調査

研究報告」VoL19に発表した。



2　資料数一覧

（平成10年3月1日現在）

分　野 亊����������������������������劔借　用 弍����R�館蔵 借用合計 寄託 実　　物 兒����ｲ�自作等他 亊���}ﾘﾇb�（寄贈内数） 

動　　物 �3��3S���16 ��#��31，655 ����x�3�c��｢�0 ���31，655 

植　　物 ��h�3����67 �����17，157 ���(�3c�X�｢�0 ���17，157 

岩石鉱物 �(�3��2�5 都2�2，161 ��鉄C8�｢�18 ���2，179 

化　　石 ��塔"�38 �#2�2，043 �����3�s��｢�47 �#��2，118 

そ　の他 田2�22 ��c��253 ���#��｢�0 ���253 

計 鉄(�3S3��148 鉄�2�53，269 ���#��3C�x�｢�65 �#��53，362 

放散虫化石復元模型

3　資料寄贈者芳名一覧（敬称略・順不同）

資　　　料　　　名 �5��B�芳　　　名 

ニホンカモシカの頭骨 鳴�和田　勝志 

オトコタテボシ属の一種 鳴�木村　昭一 

アライグマ ���千藤　克彦 

ハクビシン ���大澤　和人 

キビタキ ���今井　雅之 

ハクピジン 鳴�西村　由紀 

陸産貝類標本 鼎Sb�田中　雄二 

ハリガネムシの一種 ���武井久美子 

チョウセンイタチ 鳴�千藤克彦 　〟 

キジのヒナ 釘�

ハクビジン 鳴�　ケ 田中文子 

アオサギ ���

マムシ ���大澤　真美 

羽ペン 鳴�宮崎　　惇 

メボツムシクイ ���杉原　桂一 

センダイムシクイ 鳴�今井　雅之 

タガメ 鳴�飯田　因島 

∴∴ ：∴ 「 対椅音動 

イブキレイジンソウ（複製）

資　　　料　　　名 �5��B�芳　　　名 

ハツカネズミ ���千藤　克彦 

ツミ 鳴�三宅　愛男 

イタチ ���古川　　厳 

西濃地区植物標本 �#3"�広田　艶子 

束濃地区植物標本 鉄2�田中　　太 

キノコとブナの実等 釘�宮崎　　惇 

束濃と白山地区植物標本 鼎S��村瀬　正成 

西濃と中濃地区植物標本 鼎���二村　廷夫 

白山地区植物標本 ���R�奥田　浩之 

春日村産シダ植物標本 �#���栗田　郁男 

金鉱石 ���山田不二夫 

岩石標本 都��造田道子他 

鉱物標本 途�〟3名 ／′ 赤座憲久 

化石標本 鉄B�

星砂 ���

アラレ石 鳴�児玉　輝彦 
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一人　文　部　門－

1調査研究

〈考古分野〉

○岐阜県の文化一美濃飛騨の比較研究一

美濃飛騨の遺跡、遺物、歴史遺産の文献調査や現地

調査を行った。その成果を博物館講座「美濃・飛騨の

古代遺跡」で発表した。

〈歴史分野〉

○平成9年度特別陳列「ふるさとの文化財紹介展」－廻

る可茂一に係る調査研究

可茂地区11市町村の協力を得て、各市町村の特色が

よく表れた文化財の調査研究を行った。また、選定し

た67件の文化財を平成10年2月21日から3月31日まで

特別陳列として特別展示するとともに、調査研究の成

果を16ページの小冊子にまとめた。博物館講座「可茂

地区の文化財紹介」でも調査研究の成果を発表した。

○岐阜県の文化一美濃飛騨の比較研究一

明治期に岩村電気軌道を創設した浅見与一右衛門の

業績と人となりについて文献調査や現地調査を行っ

た。その成果を博物館講座「岐阜県の明治維新一活躍

した人物を中心として～」において発表した。

〈民俗分野〉

○岩の文化の調査研究

益田郡萩原町及び土岐市における「石の信仰と伝説」

及び「伝説や特異な線、穴等のある岩石」について文

献調査をするとともに現地調査を実施した。その調査

2　資料数一覧

研究の成果を小冊子にまとめた。

○平成10年度特別展「能面へのいざない一白山山麓から」

に係わる調査研究

①白山山麓（岐阜県、石川県、福井県）の寺社に所蔵さ

れている能面

（D大和地方（奈良県）の寺社に所蔵されている能面

③能楽に関連した資料（謡本、古文書、神事能座席図、

能図等）

（D白山信仰関係の資料

上記の点について文献資料の調査や県内外での現地

調査を行った。その成果について博物館講座「岐阜県

の能面」で発表した。

〈美術・工芸分野〉

○平成9年度特別展「花と烏のイリュージョン」に係る

調査研究

①江戸後期の染織にみる花鳥　②写生と花鳥画～近

世後期の京都画壇～　③博物学の世紀～殿様と自然科

学～④伝統工芸と花鳥～郡上梁を中心に一　について

資料調査を行った。

それら研究の成果を、特別展、特別展の図録、博物

館講座「美術品と自然」等の形で発表した。

○世界の民俗資料紹介展「くらしの中の木の文化」に係

わる調査研究

世界民俗センターの収集品より、インド・アフリカ

・オーストラリアの人々が、儀礼のために制作した工

芸品の用途などを文献調査し、展示に役立てた。

分　野 亊������������������������������劔借　用 弍����R�館蔵 借用合計 寄託 
実　　物 兒����ｲ�自作等 その他 亊����B�ﾘxﾇb�（） 寄贈・内数 

考　　古 ���3涛��164 鉄"�2，215 �����3��8�｢�517 ��ビ�2，919 

，　　　　　　““ ���33c��34 ��#"�1，524 �����33C��｢�21 ��c2�1，708 

民　　俗 �(�3�C��2 湯�2，151 ���(�3�3X�｢�213 �3��2，394 

美術i工芸 �3#��17 �3r�383 ���#S(�｢�263 �(�3����2，657 

その他 ���0 ���0 �����｢�0 鳴�l 

計 店�3�3b�217 �##��6，273 ��店�3S3��｢�1，014 �(�33�"�9，678 

複製には模型・ジオラマを含む（平成10年3月31日現在）

3　資料寄贈者芳名一覧（敬称略・順不同）

資　　　料　　　名 �5��B�芳　　　名 

国井化月坊　俳句掛幅 ���浅井　元俺 

脇指　銘　常陸守宗重 鳴�宮田　孝尚 

短刀　銘　　兼衡 鳴�宮田　孝尚 

灰粕耳付広口壷 鳴�中嶋　光表 

三河国舞木廃寺平瓦片 釘�石樽　　清 

御物石器 ���東山　　照 

4　館蔵資料購入主要作品一覧

資　　　料　　　名 �5��B�作　者　名 

近世崎人伝正・続編 ����伴　　萬渓 

牛引図 ���岸　　　　岱 

雪梅寿帯鳥図 ���喜田　草堂 

資　　　料　　　名 �5��B�作　者　名 

湛如画像 ���不　　　詳 

葉鶏頭に自鵬図 ���笹　　　　川 

山水図 ���中林　竹洞 

稲葉正成画像 鳴�不　　　詳 

美濃国不破名所案内図 鳴�不　　　詳 

引札大垣藤田屋音作商店 鳴�不　　　詳 

美濃図大絵図 鳴�不　　　詳 

濃飛両国地理明細新全図 ���川瀬善一編 
THEOREATEARTHQUAKEOFJAPAN ���主ミルン，W．K．／トトン 

濃尾震誌 ���片山逸朗編 

三煩図 鳴�神原風車斎画 
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マルチメディア情報センター

〈マルチメディア情報発信事業〉

昨年度までのマルチメディア共同利用実験事業の成果

をもとに、既設ネットワークをインターネットと接続し、

「県民情報ネットワーク」や「岐阜県教育情報ネットワー

ク（SMI LE）」と連携しながら、博物館情報の提供

を開始した。情報の内容としては、当初、

（1）博物館の概要や利用案内

（2）企画展や講座・教室の実施案内

（3）展示コーナー紹介

（4）所蔵品などのデータベース

をメニューとして用意し、順次内容の整備を行ってきた

が、さらに、図録の紹介やマルチメディア情報センター

関連情報なども追加して内容の充実に努めた。また、岐

阜県生涯学習センターを中心とした、3ヶ年にわたる「社

会教育施設情報化・活性化事業」にも参加し、関連整備

を行ってきた。なお、発信情報の整備にあたっては、博

物館サポーターの協力を得、大量の情報を効率よくデジ

タル化して蓄積することができた。

また、館内ネットワーク上のどこのコンピュータから

もインターネットにアクセスできるようにし、マルチメ

ディア関連イベントや講座においてインターネットを積

極的に活用する一方、マルチメディアの普及啓発の手段

として、検索端末の一部を常時開放し来館者が自由にイ

ンターネットに親しむことができるようにした。この際、

子供からお年寄りまで多くの方が簡単にホームページの

閲覧ができるよう、「博物館おすすめサイトメニューシ

ステム」なるものを独自に制作し、この中には、博物館

関連のみならずゲームや音楽など多彩な分野のサイトを

登録して、気軽に楽しめるようにした。

〈マルチメディア関連イベント〉

昨年に引き続き、幼児以上を対象としたイベント「体

験！マルチメディア」を合計7回実施する一方、本年度

から新たに、小学生以上対象「体験！インターネット」

を5回実施した。内容は、以下のとおりである。

「体験！インターネット実施風景」
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●第一部　ハイビジョンホールでの集団体験
・インターネットの概要解説

・博物館ホームページの紹介と操作説明

・電子メールの送受実演

●第二部　マルチメディアスタジオでの個別体験
・おすすめサイトメニューを利用したインターネッ

ト自由検索

初回には、予想を上回る多くの参加者が集まり、改め

てインターネットに対する関心の高さを実感した。

また、博物館講座としては、昨年度に引き続き高校生

対象「ハイビジョンマルチメディアソフト制作講座」を

実施する一方、今年度、新たに、「インターネット・ホー

ムページ制作講座」を3回連続で開催した。画像を取り

込み、各自でホームページを制作・公開するものである

が、一般成人の方からの問い合わせや参加申し込みが殺

到し、制作室の収容能力の都合上、参加をお断りしなけ

ればならないほどであった。

〈ハイビジョンホールの活用〉

今年度も「中山道編」を加えたハイパーハイビジョン

風土記の紹介やハイビジョン映像の定期上映・博物館講

座会場としての利用のほか、外部団体の見学や講習会・

イベントなども積極的に受け入れ、そのサポートをしな

がら多様な活用を図った。
・風土記・環境映像・映画等の上映

・高校生課外研修でのマルチメディア紹介

・教員の教科研修会

・林政部・県文化財保護センター主催講座等

〈長期派遣研修生の受け入れ〉

10月から3ケ月間、大垣商業高等学校教諭1名の長期

派遣研修を受け入れ、マルチメディアソフトの制作、イ

ンターネット関連の研究を深めて頂いた。博物館での研

究成果が学校の現場において活用されていくことを期待

したい。

〈通商産業省関連施設との連携〉

5月に全国に点在するマルチメディア情報センターや

デジタルファクトリーなどによる合同会議が東京で行わ

れ、これを契機に、産業支援施設や企業・クリエーター
・関連団体等を含めた協議会の設立が提案され、岐阜県

マルチメディア情報センターも発起人の一員として規約

整備や会員募集などの準備にあたった。そして、3月4

日、大阪で設立総会が行われ、今後、協議会の一員とし

て連携事業を進めていくことになった。概要は以下のと

おり。

名称　地域マルチメディアコンテンツ産業支援協議会

目的　地域のマルチメディア産業の活性化、基盤確立、

育成及び振興

参加団体数　　正会員36　賛助会員141

事業内容　インターネットによる施設間情報交流・調

査研究・企業や人材等の情報提供



〈マルチメディア工房・ぎふ〉

ハイビジョン王国・岐阜づくりの一環である「マルチ

メディア工房・ぎふ」の第1号として平成7年10月1日

にオープンした。県内には現在までに24施設稼働し、年

度末までに26施設になる計画である。県民のマルチメデ

ィアソフト制作支援の場として開放してある。

1．工房の利用について

サポーターの協力を得て以下の内容の活動をした。静

止画ソフト制作装置の利用状況は、サポーター中心に月

平均約15件程度である。

①高校生対象のハイビジョンマルチメディア制作講座を

5月より10月まで計7回開催し、関高等学校の生徒9人

（2年生）が参加し、3作品を制作した。講座日以外に

も工房を利用し制作を行った。

②先の制作講座以外に関高等学校ハイビジョン同好会が

継続的に活動し番組制作に取り組んだ。同好会の会員は

現在13名である。

③継続的な利用の他に体験利用として、大垣農業高校・

明智商業高校・岐阜女子大学がハイビジョンソフト制作

体験に取り組んだ。明智商業高校は、1番組を制作しコ

ンテストに出品した。

④未来会館主催の手作りハイビジョン静止画ソフト講座

では、lグループが時間の制約から画像の取り込み、番

組制作等を当博物館の工房を利用した。

⑤マイミュージアムギャラリーの出展者の協力を得て展

示作品の番組化とともにデジタルデータとしての保存を

している。今年度は、平成8年度第7回展示「紙の美術

品」の中の〈切手のせ界〉を番組化した。また、〈教科

書〉を制作中である。

2．ソフトコンテストについて

①H9．11／7第5回全国ハイビジョン手づくりソフト

フェスタのコンテストが大垣市スイトピアセンターを会

場に開催された。当館からは3作品（星降る夜に逢いま

しょう、九月某日、美濃の刀剣「鐸」）を応募した。関

高校生徒（博物館講座）の作品である九月某日は、写真

3．平成9年度制作番組一覧表

等を最小限にとどめ、ソフトで制作した絵図だけで表現

した点が評価され「奨励賞」を受賞した。

②H9．3／1第2回「マルチメディア工房・ぎふ」ソ

フトコンテストがサポーターの交流を目的にハイビジョ

ンの部とマルチメディアの部に分け実施された。当館か

らは5作品（ハイビジョンの部4作品：ハイビジョンで

美しきを伝える、名もなき喋の物語、日本大正村、切

手の中の名画、マルチメディアの部1作品：博物館ホー

ムページ）を出品し、博物館同人森井佳作氏制作の「切

手の中の名画」が高い評価を得て、奨励賞を、またサポー

ター島田信子さん制作の「博物館ホームページ」が努力

賞を受賞した。なお、当コンテスト出品作品はハイビジ

ョンの部9作品、マルチメディアの部54作品であった。

∴ ∴∴∴ 紫（） 刎ﾒ�言／（ 

∴：∴∴∴∴∴∴　　∴一∴∴∴ �� 
∴∴：－∴∴ 

①星降る夜に逢いましょう　5’04’’関高等学校　夜の星を眺めながら楽しかった思い出を綴った作品 

②九月某日　　　　　　　4’55’’関高校生徒　デートの日が台風となった二人のやりとりをソフトで制作した絵 

を中心に紹介（全国ハイビジョンソフトフェスダ97奨励賞受賞） 

③ハイビジョンで美しきを伝える3’26”関高校生徒　夜空の星の写真を中心にハイビジョン画面での画像加工の紹介 

④名もなき蝶の物語　　　2’30”関高校生徒　喋の日を通し山野の風景を紹介 

⑤仏佐吉の画伝　　　　　3’10’’鯛離・博搬他　仏佐吉と呼ばれた永田佐吉翁の一生を綴った画伝の紹介 

⑥日本　大正村　　　　　3’10”明智商業高生徒　大正村の施設と明智町の行事を楽しい語りでユーモラスに紹介 

⑦切手の中の名画　　　10’00’’博物館・サボ一夕　切手のいろいろな縁取り、小さな切手発行国のことなども含め国 

別、画家別に名画を紹介〈第2回マルチメディア工房・ぎふソフトコンテスト　翔雉賞） 
；注）マイミュージアムギャラリー出展品のうち大工道具、教科書、掛け軸、古鏡等を番組化する計画である。 
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「ハイパーハイビジョン風土記ひだ・みの紀行」ソフト

制作完成

（1）飛騨・郡上街道編の制作

「ハイパーハイビジョン風土記ひだ・みの紀行」は、

岐阜県内の人文・自然の多種多様な事象を現代の風土記

として紹介するマルチメディアソフトである。これは、

対話型ソフト展開（自在な双方向検索）を可能にした世

界初のハイビジョンマルチメディアソフトである。

平成6年度に「美濃路編」、平成8年度に「中山道編」

を完成させ、今年度「飛騨街道編」「郡上街道編」の制

作によって、県内を網羅したソフトが完成する。

（2）飛騨・郡上街道編の内容

飛騨街道編 佛8�8･�;仗��

対象市町村 事象数 ��ﾉ]9*ﾈ�����*ﾈ���美濃市、高富町、 
白川町、東白川 �俾處y�ｨ��Oﾈ�"�

村、金山町、下 �*ﾈ��;Hﾌｹ�ｨ��L"�

呂町、萩原町、 偃i�ｨ��Y�ﾇﾉ�ﾉ*ﾈ���

小坂町、馬瀬村、 儖ﾉ¥��ｨ��Y�ｵi*ﾈ���

久々野町、宮村、 ��9Ei]ｹ�ｨ��JｩJb�

清見村、朝日村、 �*ﾈ���Y��*ﾈ��I"�

高根村、高山市、 �y*ﾈ��ﾘ)��ｨ���
丹生川村、国府 冖饑9�ｨ����|y�ｨ���

町、古川町、河 ����ﾉ�ｨ��I)�ﾉ�｢�

合村、富川村、 神岡町、上宝村 �,ﾃ�育9*ﾉ�｢�

の22市町村 132 ���R�

紹介映像分類数 売EiMI�s�B�HDV番組11 

NTSC番組46 泌E49MI�s#��

HDS番組25 売E9MI�s�b�

写真資料40 解説文のみ18 們ｩ�韜�{�3r�尸�ｨ��{�������[h,ﾈ-ﾓ�b�

＊HDV……ハイビジョン動画、NTSC……ビデオ動画

HDS……ハイビジョン静止画

＊一つの事象に複数の紹介映像が含まれるものがある。

また、各事象に解説文を付した。

ソフト制作風景
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（3）風土記「ひだ・みの紀行」の全体内容

対象市町村

事　象　数

紹介映像分類数

分類別事象数

導　入　画　面

地　図　画　面

コン七生「タグラフィック

新規撮影動画数

事　象　例

岐阜県内99市町村

564事象

ハイビジョン動画番組　　　　56

ハイビジョン静止画番組　　118

NTSC動画番組　　　　　171

写真資料　　　　　　　　173

（紹介写真枚数1430）

音声資料　　　　　　　　　　　3

解説文のみ　　　　　　　　　85

＊その他、番組や学習キーワードに

イラストも多く使用している。

＊各事象には、解説文が必ずある。

また、1事象に複数の紹介映像を含

むものもある。

考古22、歴史36、祭・芸能60、生活
・民具14、美術・工芸28、神社28、

仏閣54、名勝・史跡45、人物32、産

業57、交通23、施設・建造物38、地

学38、植物27、動物38、その他24

＊1事象1分類なので、神社の中に

祭の映像があっても神社で分類して

ある。

コース選択画面（街道選択、地域選

択、項目検索、おすすめ散歩）

1階層（拡大マップなし）

オーバービュー、断層など

ハイビジョン動画25本、NTSC動

画37本

大垣城、輪中の生活、根尾谷断層、

アライグマ、高山祭、飛騨の匠、明

宝村立博物館、蛭ケ野高原など

（4）まとめ
・県民からの提供資料活用については、各市町村の教育

委員会、商工観光課などの公共機関を始め、個人所有

の資料を積極的に活用した。
・ソフトの活用が今後の課題であるが、学校現場で授業

の一環として利用できるように工夫する。

・紹介事象数が564とデータベースとしては、資料不

足なのでデータの追加を検討する。
・ソフト・ハード共に現状維持では陳腐化するので、更

新ができるような仕組みを検討する。



〔教育普及活動〕

l　概要

平成9年度は、特別展（2回）、資料紹介展（2回）

特別陳列（1回）の他、各種関連事業を年間64回実施実

施した。またマイミェージアムギャラリーでは年間8回

の展示を行うと共に、ギャラリー出展者が展示説明会・

制作実演・座談会・写真教室などを自主的に行われ、総

事業数は70回を超えた。

さらに、春休みと夏休みにはハイビジョンホールでの

映画会を企画・実施し、子供たちが気軽に参加しやすい

博物館づくりに努力した。

2　教育活動

（1）催しもの

催しものは、「講演会」（7回）、「博物館講座」（22回）、

「自然観察会」（6回）、「たのしい博物館」（22回）、「特

別行事」（7回）などであった。

今年度の催しものの主な活動概要は次の通りである。

特別展「薬草のふるさと伊吹」の関連事業として春日

村や伊吹山での「自然観察会」を3回、薬草染めや薬草

料理体験をする「たのしい博物館」を2回実施した。こ

れらの事業によって、特別展への関心が一層高まり、大

きなPRとなった。

「博物館講座」では、連続講座として行った「ハイビ

ジョンソフト制作講座」（7回）や「インターネット・

ホームページ制作講座」（3回）は、博物館が持つマル

チメディア情報センターとしての機能を生かした内容で

あった。また、「古寺を訪ねて」（6回）は、毎回多くの

受講者があり、日本の歴史や文化への関心の高さを示す

もので、こうした内容の事業を実施する必要性を感じた。

特別行事「七草がゆを食べよう」は、「七草採集」を

前日に実施したこともあり、大変多くの参加者があった。

2日続きの事業として展開したことや、新聞やテレビで

大きく取り上げられたこと、さらには博物館の特色ある

事業として定着したことが要因であった。

特別行事として共催で行った「恐竜ゼミナール」（上

宝村）、「きのこゼミナール」（県林政部）、「写生大会」（百年

公園事務所）などにも、多くの方が参加され好評であった。

（2）館内解説

入館者の希望に応じて、特別展・資料紹介展や常設展

の展示解説を行った。たのしい博物館「体験！マルチメ

ディア」や「体験！インターネット」で機器使用解説を積

極的に行った。また、博物館資料での体験学習で来館し

た小学生に対して、資料の扱い方や解説を行った。

さらに、博物館展示解説「ワンポイントガイド」や特別

展・資料紹介展のクイズを作成し、来館者に配布した。

（3）博物館における学校等の研修

学校・社会教育機関等の授業や研修を学芸員が指導・

援助した。
・小学校社会科体験学習…下之保小・上之保小等の学校

岐阜市小学校生活科研究会等
・マルチメディア研修……愛知淑徳大学・東海女子大学

武儀郡生涯学習指導者研究会

県警察学校・大垣農業高校等
・自然観察学習等…………岐阜市の子ども会・関市社会

教育課「少年少女科学教室」等

これらの他に、企業のマルチメディア研修や市町村の

文化財審議会（人文・自然）の研修等で、学芸員が講話

したり、実習指導をした。

3　広報活動

新聞・テレビ・ラジオ・雑誌などのマスコミに対して

積極的に働きかけた。特に特別展「花と鳥のイリュージ

ョン」は新聞社3紙に、特別展「薬草のふるさと伊吹」

は2紙に連載記事が掲載された。

また、「インターネット利用の手引き」のパンフレッ

トも作成し、各関係機関へ配布するなどの広報を行った。

4　博物館実習生指導

9月11日から9月19日までの8日間、東海女子大学（3

名）・愛知県立芸術大学（1名）・三重大学（1名）・

都営文科大学（1名）・新潟大学（1名）・立正大学（l

名）・愛知学院大学（l名）・東海大学（1名）・筑波

大学（1名）の9大学からIl名の学生を受け入れ、実習

生指導を館長・学芸部長をはじめ、学芸部職員全員で行

った。

5　資料の貸し出し

分野 亢���ｭh��kﾂ�資　料　名 弍ｨ��ｭB��僖霾�?ｨ�｢�点数 

人 文 �兢ｸ魎�装飾妙法蓮華経 祷�SX���h�ﾂ����SX���B�2 

西脇正雄氏 侘9�8ﾌｸ､IIIW(���9・6／3～ 9・6／10 ���

大連市郷土館 俚):�蓼ｶxｭhﾅx��{��9・6／21一 9・9／15 途�

大津市 僞ﾉl｢�9・9／1－ �"�

歴史博物館 �9・10／26 

土岐市美濃 ��)�IYI�9�B�9・9／11一 �"�

陶磁歴史館 冤(､9�IYH賈_ｹJｲ�9・12／5 

神宮美術館 ��:�8ﾈ耳�Yeﾘｻﾘ�b�9・10／2－ 　9・ll／18 ���

丹生川村役場 俑ｩ_ｹ�ﾈﾙﾂ�9・10／6－ 　9・10／17 ���

闇市千疋ふれあいセ 冽ｩ;�ｹz��#�ﾘb�9・5／16－ 田R�
ンター推進委員会 兒ﾘ�7儼��10・5／14 

半原浄瑠璃 ��ﾈﾆ��)}ｩy�:｢�10・1／31－ 鳴�

保存会 �10・3／31 

可児郷土館 倡YnﾉJｹ]��10・2／12－ �"�
志野向付片 ����S8��3��

－29－



分野 亢���ｭh��kﾂ�資　料　名 弍ｨ��ｭB��僖霾�?ｨ�｢�点数 

自 然 �8ﾈ�(髯(hｧxﾕ｢�恐竜展示パネル 祷�SH�綛�ﾂ���Sh�絣�60 

川瀬雅博 �7ｩ?ｹ}�:ｨﾙﾉUygｲ�9・4／19－ 　9・4／22 ��B�

林　伸彦 �7ｩ?ｹ}�:ｨﾙﾉUygｲ�9・4／25－ 9・4／30 ��B�

鳥取県立 �7ｨ986�4�5(5x8r�9・7／7－ 途�

博物館 �,�,r�9・9／10 

岐阜市科学館 �7ｩ?ｹ}��Y+凩�,ﾒ�9・7／15－ �3��
く製・標本など 祷�S��縒�

（財）大垣市 �7ｩ?ｹ}�,ﾘ*ﾙ�ｲ�9・7／22－ �#"�

文化事業団 儷ygｸ,�,r�9・9／2 

巣南町 �6貶�ｨ8��9・10／29－ ���

教育委員会 ���6ﾈ4ｸ7H4(8ｸ8��｢�9・11／4 

大神正員氏 倅�I(��X4�988"�9・11／2－ ����
ナイト化石 ����S������

岐阜市科学館 儖ﾉEｮ格�隴i����{��9・11／2－ 9・11／24 迭�

分野 亢���ｭh��kﾂ�資　料　名 弍ｨ��ｭB��僖霾�?ｨ�｢�点数 

自 然 佛�F靆yzr�頭足類顎付き首 ����Vﾈ���x�ﾂ�1 
自然史博物館 �+x尸Uygｲ�10・2／28 

県文化課 �8�486�8x4R�10・2／9－ �2�
（スライド） ����S(��#"�

岐阜新聞社 �8�486�8x4X�X4ｨ8"�10・2／16－ 澱�
シカ（スライド） ����S(��#2�

学習システム 冩)��,ﾈ-8.�+8,b�10・3／10－ ��#��

研究会 ������5�8�486��｢�10・3／31 

6　図書資料

平成9年度現在の図書資料数は、下記の通りである。

図書資料数 （平成10年3月20日現在） 儖X������ﾖﾂ�

人文関係 ����3��r�含刀剣文庫 

自然関係 祷�3CC��合棚橋文庫・熊田文庫 

総　　　計 �#��3#cR� 

名　　　　　　　　　　　称 價ﾘﾗ9D霾�?｢�僵ｸ��¥R�部　　数 儖X������ﾖﾂ�

岐阜県博物館だより　第62号 祷�CH�C����H��I¥R�2，500 冲h,ﾈ檠�ﾘﾟﾈ�鉄���｢�

岐阜県博物館だより　第63号 湯�7．1 ��H��I¥R�2，500 冲h,ﾈ檠�ﾘﾟﾈ�鉄���｢�

岐阜県博物館だより　第64号 湯�9．1 ��H��I¥R�2，500 冲h,ﾈ檠�ﾘﾟﾈ�鉄���｢�

岐阜県博物館報　第21号 湯�4．1 ��H��3噂R�1，200 ��

平成9年度　岐阜県博物館催しもの案内（B3判） 湯�4．1 �#2�3，000 

平成9年度　岐阜県博物館催しもの案内（A4判） 湯�4．1 ��H��869�ﾂ�30，000 

博物館リーフレット 湯�4．1 ��H��噂R�5，000 

インターネット利用の手引き ����3．31 ��H��869�ﾂ�5，000 

岐阜県博物館調査研究報告，Vol．19 ����3．31 ��H��C噂R�700 

特別展図録 �������CH�C#R���H��Si¥R�600 冲h,ﾈ檠�ﾘﾟﾂ�

花と烏のイリュージョン 劔�����3#���｢�

薬草のふるさと伊吹 祷�C��C�2���H��c)¥R�600 �����3����｢�

特別展図録の増刷 祷�CH�C���#X��c�¥R�0 冲h,ﾈ檠�ﾘﾟﾂ�

輪中と治水 劔�����3����｢�

失われゆく植物 祷�CH�C���#X��cI¥R�0 �����3����｢�

岐阜の淡水魚 祷�CH�C���#X��c噂R�0 �����3S���｢�

特別展等のポスター・ちらし 花と鳥のイリュージョンポスター 祷�CH�C#R��#"�2，000 冲h,ﾈ檠Jﾘﾗ2�th,ﾈ檠Jﾘﾗ2�

花と烏のイリュージョン　ちらし 祷�CH�C#R���B�25，000 

恐竜ゼミナール　　　　　ポスター 祷�Ch�C"���"�2，000 

恐竜ゼミナール　　　　　ちらし 祷�Ch�C"���H�R�16，000 

薬草のふるさと伊吹　　　ポスター 祷�C��C�2��#"�2，000 

薬草のふるさと伊吹　　　ちらし 祷�C��C�2���B�25，000 

資料紹介展・特別陳列のバンプレット・冊子 大垣内貝類コレクションポスター 祷�Cx�CR��#"�1，000 冲h,ﾈ檠Jﾘﾗ2�

大垣内貝類コレクション　ちらし 祷�Cx�CR���B�20，000 

大垣内貝類コレクション　貝類目録 祷�Cx�CR���C�C噂R�1，000 

ふるさとの文化財紹介展　ポスター ����C(�C#���#"�2，000 

ふるさとの文化財紹介展　ちらし ����C(�C#����B�15，000 

ふるさとの文化財紹介展　冊子 ����C(�C#����H���i¥R�5，000 

マイ・ミュージアム刊行物 マイ・コレクション第15号 祷�CH�CR���H��I¥R�1，000 ��

マイ・コレクション第16号 祷�CX�C�����H��I¥R�1，500 

マイ・コレクション第17号 祷�Ch�C#����H��I¥R�1，000 

マイ・コレクション第18号 祷�C��C�����H��I¥R�主　500 

マイ・コレクション第19号 祷�C��C#����H��I¥R�1，000 

マイ・コレクション第20号 祷�C���C�����H��I¥R�1，000 

マイ・コレクション第21号 ����C��Cb���H��I¥R�1，000 

マイ・コレクション第22号 ����C(�C#����H��I¥R�1，000 

マイミュージアムギャラリー　ポスター 祷�CH�C���#"�1，000 

マイミュージアムギャラリー　ちらし 祷�CH�C����B�10，000 
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8　恐竜ゼミナールGi FU－97I［KAMITAKARA

－学ぼう古生代から中世代の化石一

岐阜県博物館・上宝村共催

（1）事業の主旨

ア　恐竜・化石・地層などに関する正しい知識を学ぶと

ともに、恐竜時代に至る化石の夢とロマンを子どもた

ちに提供する。

イ　全国各地から参加の子どもたちが、奥飛騨の豊かな

自然の中でふれ合い、交流を深める。

ウ　ゼミナール参加の子どもたちをとおして、正しい情

報を広く発信する。

エ　博物館と地域が連携して事業を推進することで、博

物館の活動内容を広げるとともに、地域の文化事業を

支援しその定着を図る。

（2）事業の内容

恐竜や化石について基本的な学習をする恐竜・化石セ

ミナーと恐竜イラスト教室、化石の観察会などを2日間

にわたって実施した。

①第1日（8月20日・水）

ア　会　場　上宝村観光会館

イ　内　容

・恐竜セミナー）レ開講式、

・恐竜化石セミナー

「不思議いっぱいの古代生物一恐竜－」

講師：東京大学名誉教授、放送大学教授、生命

の星・地球博物館館長　　　濱田陸士さん

「日本と中国の恐竜」

講師：福井県立博物館主任学芸員　東　洋一さん
・恐竜イラスト教室

講師：恐竜イラストレーター　とサク二とコさん

・おたのしみクイズ大会

ウ　参加者218名

帥nKA冊AKARA ��俎X蹌�･"��X��

ー“ 劍�ｸ�ｷD仞��4b�

i〃－‾、∴ ��＿音曲 ��b�:ﾂ�

②第2日（8月21日・木）

ア　会　場　上宝村観光会館および付近一帯

上宝村福地温泉一帯

イ　内　容

・奥飛騨の自然観察会
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講師：北アルプス自然文化センター・大森清孝さん、

植田清敷さん、植田敦子きん、近藤紀巳さん

・恐竜化石セミナー

「動物らしくなってきた恐竜」

講師：ピサク二とコさん

「手取層辞と岐阜の恐竜」

講師：岐阜県博物館　　鹿野勘次

「上宝村福地の化石」　　講師：濱田陸士さん
・恐竜ゼミナール開講式

・古生代の化石観察会　　　　　講師：館学芸員

ウ　参加者218名

（3）事業実施の経過

共催の上宝村（担当：商工観光課）と綿密な連絡を取

り合って計画・運営に当たった。事業内容全般の準備は

博物館が、参加申込や宿泊斡旋などの事務局業務や会場

設営については上宝村が担当した。参加者募集や広報活

動は両者が分担・協力して行った。

①広報関係

事業実施と参加者募集についての記者資料配布につづ

いて、県関係機関・県内各市町村教育委員会および関係

機関、県内全小中学校、愛知県尾張・海部両教育事務所

管内小中学校への参加者募集ポスター・チラシの配布を

行った。また、岐阜・愛知・三重・冨山各県において参

加者募集の新聞広告を行った。

②実施状況

上宝村観光会館を主会場とするl泊2日の事業であ

り、参加者の受付業務や宿泊斡旋をスムーズに行うため、

事務局を上宝村役場とした。

宿泊については奥飛騨温泉観光協会、ゼミナールの会

場移動では上宝村教育委員会、自然観察会では北アルプ

ス自然文化センターの協力をそれぞれいただいて、計画

どおりの運営ができた。

（4）今後の方向

平成10年度も上宝村との共催事業として開催し、内容

や運営面は9年度を踏襲しながらも、より充実したもの

とするための工夫・改善を加えながら準備を進めてい

る。
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〔図書資料寄贈者芳名一覧〕

（平成9年3月1日一

平成10年2月28日）（順序不同）

〔博物館関係〕
国立歴史民俗博物館

東京国立博物館

国立科学博物館

科学技術館

東京国立近代美術館

国立科学博物館附属自然教育園

京都同市博物館

国立民族学博物館

奈良国立文化財研究所飛鳥資料館

九州国立博物館誘致推進本部

北海道開拓の付

北海連関菰記念館

北海道班北方民族博物館

小樽市博物館

釧路市立博物館

苫小牧市博物館

三笠市立博物館

市立函館博物館

根室市博物館開設準備室

上士幌町ひがし大雪博物館

穂別町立博物館

利尻町立博物館

青森県立郷土館

八戸市博物館

岩手県立博物館

北上市立鬼の館

岩手県農業博物館

仙台市博物館

仙台市科学館

仙台晴歴史民俗資料館

東北廉史資料館

地底の森ミュージアム

秋田県立博物館

秋田県立近代美術館

山形県立博物館

政道博物館

県立うきたむ風土記の丘考古資料館

山寺芭蕉記念館

福島県立博物館

三春町歴史民俗資料館

茨城県ll歴史館

土浦市立博物館

田立市郷土博物館

卜高津貝塚ふるさと歴史の広場

ミュージアムパーク茨城県自然博物館

栃木県立博物館

小山市布博物館

栃木県立なす風土記の丘資料館

詳馬県立歴史博物館

富岡市立美術館

詳馬県立自然史博物館

浦和市立郷土博物館

埼玉県立博物館

埼玉県さきたま資料館

戸田市立郷土博物館

さいたま川の博物館

埼玉県立自然史博物館

†柴県立中央博物館

千葉県立美術館

我孫子市烏の博物館

市立市川考古博物館

千葉市加営利貝塚博物館

千葉県立現代産業科学館

君津市立久留里城址資料館

千葉県立大利根博物館

千葉県立上総博物館

千葉県立安房博物館

千葉県立房総風土記の丘

千葉県立総南博物館

千葉県立房総のむら

松戸文化ホール

衆議院憲政記念館

足立区立郷土博物館

船橋区立郷士資料館

大田区立郷土博物館

紙の博物館

船の科学館

たばこと塩の博物館

東京都江戸東京博物館

世田谷区立郷十資料館

家具の博物館

逓信総合博物館

豊島区立郷土資料館

府中市美術館開設準備室

三井文庫

港区立港郷十資料館

サントリイ美術館

江戸東京だてもの園

多摩六郎科学館

調布市郷土博物館

人工守一郷土資料館

府中市郷土の森博物館

東京都高尾自然科学博物館
福生市郷土資料館

J RA競馬博物館

神奈川県立近代美術館
シルク博物館

神奈川県立歴史博物館

神奈川県立金沢文庫

馬の博物館

横浜マリタイムミュージアム

横浜市歴史博物館

Iii崎市市民ミュージアム

神奈川県立生命の星・地球博物館

平塚「臣尊物館

茅ヶ崎市文化資料館

鎌倉国宝館

箱根町立大涌谷自然科学館

川崎市立日本民家園

松本市立博物館

日本民俗資料館

長野市立博物館

長野県立歴史館

飯田市美術博物館

飯田市上郷考古博物館

山と博物館

大町山岳博物館

須坂市立博物館

信濃剛立野尻湖ナウマンゾウ博物館

塩尻直立平出遺跡考古博物館

柏崎市立博物館

長岡市立科挙博物館

相川郷土博物館

富山市豊牛人記念美術館

高i鮎直立博物館

富山市郷土博物館

富山市科学文化センター

魚津水族館

富山県立立山博物館
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松任市立博物館
立山カルデラ砂防博物館（仮）

石川県立歴史博物館

石川県立美術館

石川県輪島漆芸美術館

小松市立博物館

松任市立中川・政記念美術館
のと海洋ふれあいセンタ一

石Iii県白山自然保護センター

福井ilI立若狭歴史民俗資料館

福井県立二博物館

福井市自然史博物館

福井県自然保護センター

敦賀市立博物館

静岡県立美術館

静岡市立登呂博物館

東海大学海洋科学博物館

上原仏教美術振興財団

下田海中水族館

沼津歴史民俗資料館

沼津市明治史料館

富士市立博物館

浜松市博物館

焼津市歴史民俗資料館

愛知県美術館

愛知県芸術文化センター
徳川美術館

熱田神宮宝物館

名古屋市博物館

名古屋市立市政資料館

名古屋市科掌館

名古屋市美術館
でんさの科学館

名古屋市見晴台考古資料館

富市博物館

博物館明治村

リトルワールド

瀬戸市歴史民俗資料館

日本モンキーセンター

愛知県陶磁資料館

豊田市郷士資料館

豊田市美術館

豊橋市美術博物館

豊橋市自然史博物館

豊橋市地下資料館

監楠市二川宿本陣資料館

岡崎市教育委員会岡崎市郷土資料館

安城市歴史博物館

知立市歴史民俗資料館

半田市立博物館

尾西市歴史民俗資料館

碧南市青少年海の科学館

トヨタ博物館

名古屋ボストン美術館

産業技術記念館

東海銀行貨幣資料館

鳳来町鳳来寺山自然科学博物館

愛知県清洲貝殻山貝塚資料館

真珠博物館・御木本幸吉記念館

三重県立博物館

御在所自然科学博物館・日本カモシカセンター

四日市市立博物館

桑名市博物館

海の博物館

鳥羽水族館

斎富歴史博物館

藤原岳自然科学館

大津市歴史博物館

滋賀県有琵琶湖文化館

滋賀県立琵琶湖博物館

彦根城博物館

滋賀県立安土城考古博物館

滋賀県立陶芸の森

栗東歴史民俗博物館

妻子家センター茶道資料館

京都府立総合資料館

京都府立文化博物館

霊山歴史館

京都府立丹後郷土資料館

大阪市立博物館

大阪市立科学館

大阪市立自然歴史博物館

大阪人権博物館

吹田市立博物館

大阪府立弥生文化博物館

堺市博物館

柏原市立歴史資料館

岸和田市立郷土資料館

大阪府立近つ飛鳥博物館

神戸市立博物館

神戸海洋博物館

神戸市立小磯記念美術館

兵庫県立歴史博物館

姫路市立水族館

尼崎歴史博物館準備室

兵庫県立入と自然の博物館

伊丹市立博物館

大和文革館

橿原面丁塚資料館

県立橿原考Ill学研究所付属博物館

奈良県市民俗博物館

和歌山県立博物館

和歌山市立博物館

和歌山県立自然博物館

山部美術館

鳥取県立博物館

岡山県立博物館

岡山県立美術館

津山洋学資料館

倉敷市立自然史博物館

広島県交通科学館

広島高安佐動物公園

広島県立美術館

広島県立歴史博物館

日本はきもの博物館　郷十玩具博

広島県立歴史民俗資料館

宮島町立宮島歴史民俗資料館

山口県立山iI博物館

広島城

美祢市麿史民俗資料館

秋吉台科学博物館

下関市立考古博物館

徳島県立博物館

徳島市立徳島城博物館

高松市歴史資料館

香川歴史博物館建設準備室

香川県自然科学館

愛媛県立博物館

愛媛県総合科学博物館

愛媛県歴史文化博物館

高知市立白山民権記念館

高知市立歴史民俗資料館

福岡市立美術館

福岡県青少年科学館



福岡市総合図書館

北九州市立歴史博物館

北九州市立考古博物館

北九州市立自然史博物館

九州歴史資料館

佐賀県立博物館／美術館

佐賀県立名護屋城博物館

長崎県立美術博物館

長崎市立博物館

熊本市立熊本博物館

熊本県立美術館

八代市立博物館未来の森ミュージアム

宇佐風上記の丘民俗資料館

大分県先哲史料館

宮崎県総合博物館

みやざき歴史文化館

椎葉民俗芸能博物館

鹿児島県立博物館

鹿児島市立美術館

鹿児島県歴史資料センター黎明館
ミュージアム知覧

沖縄県立博物館

名護博物館

岐阜県博物館

岐阜県歴史資料館

岐阜県美術館

岐阜県図書館

岐阜県陶磁資料館

岐阜市歴史博物館

腰華南科学館

加藤栄三・東一記念館

大松美術館

各務原市歴史民俗資料館

内藤記念くすり博物館

森の文化博物館

大垣市歴史民俗資料館

夕）レイピアセンター

美濃和紙の早会館

海津即歴史民俗資料館

揖斐川町歴史民俗資料館

可児郷土資料館

瑞浪i出と石博物館

土岐市美濃陶磁歴史館

中山道みたけ館

瑞浪巾陶磁資料館

〔博物館協会〕
日本博物館協会

全国科学博物館協議会

全日本博物館学会
ハイビジョンミュージアム推進協議会

日本ミュージアム・マネージメント学会

東海地区科学施設協議会

〔役所関係〕
青森県環境生活都県史編さん室

福島県児童文化センター
いわき再教育文化事業団

千葉県文書館県史縞さん室

文化庁曹陵部

文部省大臣官房

宮内庁

東京都博物館協議会

日本財田

総理府男女共同参画室

科学技術広報財団

科学技術庁

東京都教育庁生涯学習部文化課

文化庁文化財保護都

田本科学技術振興財団

愛知県総務部文書課

通商産業省中部通商産業局

七尾市役所観光課

加賀市役所

名古屋営林支局

名古屋植物防疫所

木曾IIi下流工事事務所

木曾川上流工事事務所

岐阜県総務部

岐阜県企画部

岐阜県商工労働部

岐阜県農政部

岐阜県衛生環境部

岐阜県地方自治大学校

岐阜県保健環境研究所

岐阜県工業技術センター

岐阜県工芸試験場

岐阜県農業総合研究センター

岐阜県水産試験場

岐阜県国際センター

岐阜県広報センター

岐阜県生涯学習センター

岐阜県デザイン振興会

岐阜県研究開発財団

岐阜県ふれあい会館

花の都ぎふ推進センター

岐阜県産業文化振興事業団

岐阜県スポーツ振興事業団

岐阜県冷凍教育検査事務所
世界民俗文化センター

岐阜県産業経済研究センター

岐阜県企画設計センター

岐阜県連古代文化研究会

武儀県事務所

武儀改良普及センター

高富町役場

藤橋村役場

可児市役所

山間町役場

土岐口財産区事務所

平田町役場

関市役所

萩原町役場

土岐市役所

古川町役場

官村役場
上宝村役場

Iii島町役場

大垣市立図書館

美濃市文化会館

関文化会館

岐阜簡易保険事務センター
ソフトピアジャパン

スイトピアセンター

各務原市民会館

岐阜メモリアルセンター

〔教育委員会関係〕
北海道教育庁生涯学習部文化課

青森県教育委員会

東京教育庁

調布市教育委員会

世田谷区教育委員会

町田市教育委員会

相模市教育委員会

厚木市教育委員会

三宅村教育委員会

藤沢市教育委員会

加賀市教育委員会

浜松市教育委員会

長野市教育委員会

名古屋市教育委員会

岡崎市教育委員会

西尾市教育委員会

神奈川県教育庁文化財保護課

岡谷市教育委員会

佐久市教育委員会

春日井市教育委員会
一宮市教育委員会

四日市市教育委員会

津市教育委員会

亀山市教育委員会

滋賀県教育委員会

山東町教育委員会

多度町教育委員会

近江町教育委員会

能登川町教育委員会

田辺町教育委員会

能勢町教育委員会

尼崎市教育委員会

姫路市教育委員会

長船町教育委員会

甘木市教育委員会教育委員会

長崎県教育庁

大分県立先哲史料館

岐阜県教育委員会

岐阜市教育委員会

岐阜県教育センター

岐阜県情報処理教育センター

グリンテクノセンター

岐阜県文化財保護センター

岐阜メモリアルセンター

岐阜県宮涯学習センター

各務原市教育委員会

真正剛教育委員会

大垣市教育委員会

大野町教育委員会

根尾村教育委員会

板取村教育委員会

八幡町教育委員会

白鳥町教育委員会

大和即教育委員会

坂内町教育委員会

洞戸町教育委員会

本巣町教育委員会

南渡田教育委員会

関市教育委員会

明宝村教育委員会

和良村教育委員会

美濃市教育委員会

美濃加茂市教育委員会

可児市教育委員会

多治見市教育委員会

中津川市教育委員会

恵那市教育委員会

明智町教育委員会

福岡町教育委員会

久々野町教育委員会
上宝村教育委員会

国府町教育委員会

高山市教育委員会

宵月冊教育委員会

岐阜市少年自然の家
関ケ原青少年自然の家

御嶽少年自然の家

岐阜県高等学校教育研究会

岐阜県小中学校長

岐阜教育会

岐阜県高等学校長協会

岐阜県PTA連合会
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〔学校関係〕
秋田大学鉱山学部付属鉱業博物館

山形大学付属博物館

筑波大学歴史人類学系

筑波大学地球科学系

図書館情報大学付属図書館

川村学園女子大学図書館

東京大学

東京大学総合研究博物館

国学院大学博物館学研究室

東京都立大学人文学部考古学研究室

国学院大学考古学資料館

東京農工大学附属繊維博物館

東京農業大学農業資料室

お茶の水女子大学学芸員課程

都立大学学芸員課程

日本大学文理学部自然科学研究所

明治大学刑事博物館

明治大学考古学博物館

明治大学学芸員養成課程

学習院大学

東京大学地震研究所

早稲田大学文学部考古学研究室

多摩美術大学美術学部

実践女子大学博物館学研究室

実践美学美術史学会

法政大学文学部考，卓学研究所

武蔵野美術大学

東京家政学部生活文化博物館

国燦基色数大学湯浅八郎記念館

神奈川大学日本常民文化研究所

東海大学校地内遺跡調査団

日本大学濃獣医学部資料館

帝京大学山梨文化財研究所

金沢美術工芸大学図書館

静岡大学理学部地球学科教室

東海大学海洋科学博物館

南山大挙遺跡調査保存会

南山大学人類学博物館

名古屋大学占用総合研究資料館

名古屋大字文学部美学美術史研究室

名古屋大学大気水圏科学研究所

i串郎学園大学人文学科研究会

日本福祉大′、細会福祉総合研修センター

市郎学園地域社会研究会

市郎学園自然科学研究会

愛知大写経合郷土研究所

愛知大挙文含

愛知大学産業館

愛知大学博物館

名古屋造形芸術大学図書館

滋賀県立大学人間文化学部

同志社大学博物館学芸院課程

立命館大学国際平和ミュージアム

仏教大学総合研究所

仏教大学園部キャンパス開発室

京都橘女子大学

関西大学博物館

大阪大学文学部考古学研究室

近畿大学民俗学研究所

天理大学付属天球参考館

九州産業大学芸術学会

別府大学附属博物館

岐阜第　女子高等学校

大垣北高等学校

可児高等′学校

加茂高等学校

岐阜大学教育学部

岐阜薬科大学

岐阜市立女手短期大学



東海女子大学

岐阜経済大学地域経済研究所

聖徳学園岐阜教育大学

聖徳学園女子短期大学

中京短期大学

中京女子短期大学

中部女子短期大学

大垣女子短期大学

岐阜医療技術短期大学

放送大学

自治大学

〔研究機関・出版社・その他〕
東京国立文化財研究所

宮内庁曹鞍部

宮内庁止倉院事務所

奈良国立文化財研究所

奈良国立文化財研究所飛鳥資料館

北海道立アイヌ民族文化研究センター

北網圏北見文化センター

青森県埋蔵文化財調査センター

三内丸山遺跡対策室

あきた結び文化研究会

地質調香所

水彩連盟

千葉県文化財センター

科学技術館

日本研究所

北青山追跡調香会

板橋区四薬追跡調査会

足立区伊興遺跡調査会

文化環境研究所

日本工学会

山武ハネウェル

日本ユネスコ協会連盟

日本昆虫協会

視聴教材センター

古文化財科学研究会

ポーラ文化研究所

味の素食の文化サンター

都立学校遺跡調香会

科学技術広報財団

溜池・駒込間道跡調査会
日本芸術文化振興会

青少年交友協会

日本ナショナルトラスト

インドネシア・ニホン友好会

三貴

東京貝類同好会

地下鉄七号紋日金工事雪務所遺跡調査会

練馬区遺跡詞査会
センチュリーミュージアム

丹棉総合研究所・文化空間研究所
マルチメディア振興センター

宇宙開発事業団

金属鉱業事業団資源情報センター

朝日新聞社出版局

安田生命クオリティオブライフ文化財団

アジア女性基金

ザ・ミュージアム

地域創造

西国分寺地区遺跡調香会

東京塊蔵文化財センター

日野市落川遺跡調査会

落IiI・一・の宮遺跡調査会

武蔵国分寺関連追跡調査会

府中病院内遺跡調査会

御殿場遺跡調査会

社会教育研修所

衣年酒研究所

神奈川県理蔵文佃1川÷ンタ

に川文化財研究lリi

神奈川県教育l］文化朋保護課

Iii的市立日本民家園

半周環境科学研究所

横須賀市遺跡調査団

神奈川県立自然保護センター

神奈川県立自然保全研究会

長野県埋蔵文化財センター

富山県埋蔵文化財調査事務所

富山県埋蔵文化財センター

富山市ファミリーパーク公社

静岡県埋蔵文化財詞査研究所

犬山市文化資料館

愛知県文化振興事業団

中部産業活性化センター

中部建設協会

名古屋美術青年会

美術文化史研究会

行動と文化研究会

考古学フォーラム

瀬戸市埋蔵文化財センター

豊橋市埋蔵文化財調査事務所

愛知県埋蔵文化財センター

津市埋蔵文化財センター

四日市高遺跡調査会

青山町埋蔵文化財調査事務所

三重県大型化石発掘調香団

三重自然誌の会

三重動物学会

三重県埋蔵文化財センター

滋賀県埋蔵文化財協会

秀明文化財同

日本イムワシ研究会

坂田郡社会教育学文化財部会

京都服装文化研究財団

国民融合をめざす部落問題全国会議

古代学協会

名神高速道路的追跡調査会

国際日本文化研究センター

道修町文書保存会

日本任命財団

尼崎市有文化財収蔵庫

大阪府文化財調香研究センター
クボタ

のじぎく文化財保護研究財田

黒川古文化研究所

奈良県立同和問題関係史料センター

帝塚山考古学研究所

元興寺文化財研究所

シルクロード学研究センター

岡山県自然保護センター

宮島町立宮島歴史民俗資料館

広島県歴史科学教育事業間

広島城

熊平制作所

厳島神社社務所

下関市立考古博物館

徳島県埋蔵文化財センター

福岡市埋蔵文化財センター

鹿児島県立埋蔵文化財センター

岐阜県文化財保護脇会

中山道加納宿文化保存会

岐阜県超古代文化研究所

岐阜県ユネスコ協会

岐阜県歴史資料保存会

岐阜市教育文化振興事業団

岐阜史学会

岐阜県植物研究会

創価学会岐阜県広報部
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慾斎研究会

各務原市埋蔵文化財調査センター

岐阜県昆虫同好会

養老文化財保護協会
垂井町文化財保護協会

東海地理研究会

美濃民俗文化の会

霊山顕彰会岐阜県支部

地域経済研究所

岐阜県哺乳動物調査研究会

八幡町文化財保護協会

美濃文化財研究会

武儀農業改良普及センター

武儀福祉事務所

瑞浪市文化協会

多治見市文化財保護センター

土岐市埋蔵文化財センター

高山市歴史研究会

白川郷合掌造り民家園

合掌造り集落世界遺産記念車業実行委員会

NHK岐阜放送局

飛騨考古学会

芸術出版社

郷土出版社

美術倶楽部

遊美の会

日本美術刀剣新聞社

岩波書店

ぎょうせい

雄山閣出版
続群書類従完成会

東京美術

講談社
コクヨ

美濃揖斐谷通信編集室

郡上史談会

書道心両院

北白川書原

田美濃わが街社

飛騨山王宮日枝神社

岐苧新聞社
金星山化石研究会

〔個人〕
吉崎宏

船越進太郎

清水広美

川瀬仙吉

石原宣夫

展開章

山本珠美

田口慶昭

須賀瑛文

岩田悦行

説田健一

長尾作文

長谷虎治

太田淳

梶田澄雄

田中守男

鞍下治

宮崎悟

曽我隆行

伊藤康子

以上



〔利用状況〕

1　入館者数

本年度は、入館者数55，757人で前年に比べて14，093人

20．2％の減少となった。これは、3年に一度の全館くん

蒸実施による臨時休館等の影響による。

また、開館日数は298日であり、1日平均の入館者数

は187人であった。また、1日の入館者が最も多かっだ

日は、5月5日で768人を数えた。

月別の入館者数は右表のとおりである。

団体入館者数をみると1，579人で、入館総数の約2．8％

であった。月別では11月が305人で一番多く、団体入館

者総数の19．3％を占めている。

春季特別展及び秋季特別展期間中の

入館者数は右表のとおりである。入館

総数は26，721人を数え、1日平均は278

人であった。

月 傅ﾉ(hﾘ)�b�大学生 �ｨ��L｢�計 丶ｨｭ�?ｩ�B�一日平均 

4 �(�3C3��57 �(�3#ヲ�4，776 �#b�184 

5 �(�3����66 滴�3田B�7，840 �#r�290 

6 都�b�30 ���3ピ"�2，608 ����145 

7 ���3�#��22 �(�3�3"�3，174 �#r�118 

8 �8�3����161 滴�3##��8，282 �#r�307 

9 ���3�sR�131 �(�3イ"�4，048 �#R�162 

10 店�3ss"�32 �8�3c���9，413 �#r�349 

ll �(�3##r�42 �8�3S���5，777 �#b�222 

12 鼎sb�55 都c��1，299 �#"�59 

1 鉄���37 ���3Ccb�2，021 �#2�88 

2 都Cr�64 ���33s��2，182 �#B�91 

3 ���3#cR�53 �8�3����4，337 �#b�167 

計 �#(�3鼎b�750 �3(�3�c��55，757 �#唐�187 

特別展名 弍ｨｭB�小中高生 ��Xｧy�b�一　般 佗b�

花と鳥のイリュージョン 滴��#X�ﾃh����3，985 �����6，514 ����3c���

薬草のふるさと伊吹 祷���8�ﾃ���纈�8，018 ��Cb�7，957 ��h�3�#��

計 ��12，003 �#Cr�14，471 �#h�3s#��

2　施設利用

今年度の講堂及び研修室の利用者は、次のとおりであ

った。

〈講堂〉

岐阜県歩け歩け協会総会

岐阜県小学校社会科研究会代議員会

岐阜県高等学校教育研究会公民・地歴部総会

岐阜県中学校技術・家庭科研究部会代議員会

岐阜市小学校教頭会

美濃地区心身障害児㈲育成会研究大会

岐阜市校外研修生活部会

岐阜県中学校理科研究部会

美濃地区高等学校教頭会

関市働く親家庭教育学級

神戸町社会教育学級薬草教室

岐阜県高等学校理化教育研究会物理研究大会

岐阜県中学校技術・家庭科研究部会代議員会

〔博物館関係団体〕

1　岐阜県博物館協会

岐阜県博物館協会は、「会員相互の連絡提携のもとに

社会教育の健全な推進と文化の向上に寄与すること」を

目的に、昭和41年に設立された。

公開講座（年4回）、機関紙発行（季刊）、会員研修会

（年3回）等の諸活動をくり広げ、設立の目的に沿うよ

うに努力した。

平成10年3現在、会員館園は137、個人会員は23名主

な役員は次のとおり。

名誉会長…梶原拓　会長…浅野勇　副会長…青木允

夫、土野寺、高田晃　理事長・・・松本五三　事務局は岐阜

県博物館内にある。
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山岡町文化財審議会委員研修会

美濃市小学校理科研究会

武儀郡校長会研修会

関市少年少女科学教室

関市少年少女科学教室

美濃地区小学校社会科研究会夏季ゼミナール

岐阜市中学校教頭会研修会

春日村薬草研究研修会

岐阜県生涯学習情報提供委員会

岐阜県高等学校理科野外学習講座

岐阜県シダ植物研究会

闇市小中学校教育研究会中学校理科部会

〈主な事業〉

第72回公開講座

第1回役員会及び通常総会

東海地区博物館連絡協議会総会

第37回会員研修会

第73回公開講座

機関紙「岐阜の博物館」第118号発行

第74回公開講座

第38回会員研修会

東海三県博物館協会交流研修会

機関紙「岐阜の博物館」第119号発行

全国博物館大会

第39回会員研修会

機関紙「岐阜の博物館」第120号発行

第75回公開講座

公開講座委員会

会員研修委員会

常任理事会

機関紙「岐阜の博物館」第121号発行



2　岐阜県博物館友の会

設立15年の節目となった今年度は、一般会員625名、

後援会員32口を数え、昨年度来、六百数十名の会員数が

定着してきた感がある。

会員個々の生涯学習活動への旺盛な参加意欲は依然と

して強く、加えて岐阜県博物館を側面から支える友の会

貝としての自覚も増大した。事業や研修の内容も更に充

実し、密度の濃いものとなったことは参加者の増加や感

想で裏付けることができた。

会員が熱望している主催事業の探訪の旅は、第5回海

外探訪を「シルクロードを訪ねて－西安からウルムチま

で～」として行った。

西安（半坂遺跡、興教寺、兵馬傭博物館、乾陵、嘉略

関等）、敦煙（莫高憲、陽関、鳴砂山、敦燵博物館等）、

トルファン（ベゼクリク千仏洞、アスターナ古墳、高畠

敵城、火焔山、交河敵城等）、ウルムチ（新造博物館、

紅山、天池等）を見学し、主な施設では現地職員から解

説を受ける機会を持ち、参加者一同大きな感銘を受け、

中国シルクロード各地の歴史、文化、芸術等々を深く研

修することができた。

海外探訪の旅については、引き続き実施の要望が強く、

平成10年度は世界遺産の島「マルタ」とルネッサンス文

化の国「イタリア」を探訪する計画を進めている。

∴∴∴∴∴∴ 

∴∴∴∴∴∴∴ 　　　∴∴∴ 

堕蒔缶）： 劔�Y}R�� ＼縄 ��

∴∴： ���?���XｫI�96������������� �>ｨ����� � 

ゝ／鉛　筆紺∴誓∴藷臨 劔Vh�穐ﾘ�鮎h�b�

∴∴：∴． 剪�剴ｿ子∴∴一言＼ 

国内探訪の旅は、兵庫（丹波焼）と滋賀（三井寺）、

長野（諏訪大社、ルネラリック美術館、光前寺）、滋賀

（琵琶湖博物館、近江神社）の3回を日帰り探訪の旅と

して実施した。いずれも、日程の中に館職員などによる

歴史的背景を含めた解説をとりいれて好評を得、定員を

超える参加者のもと盛況な研修会となった。

第8回文化講演会は、京都大学名誉教授・清水善三氏

による「京都の仏像と奈良の仏像」の講演を当館ハイビ

ジョンホールで実施した。ホール満席の参加者を集め、

最後まで熱心に聴講した。

特別行事「七草がゆを食べよう」は、会員の手作り行

事として定着しており、当日は三百名を超す七草フアン

が味よく炊きあがった「かゆ」をたべ、和気あいあいの

中、一年の無病息災を祈った。終了後、反省会を持った。
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博物館事業の普及活動については、春・秋の特別展の

図録等の作成や需要の大きい図録の増刷を行い、県広報

センター、木曽三Iii公園、海津町歴史民俗資料館等に販

売を委託し、広く県民に購読を願った。

岐阜県博物館の運営に関する「5則」に示されている

「博物館事業の普及、会員相互の教養と親睦」を深める

ことを目指した友の会の活動が「魅力ある博物館」「誰

でも気軽に参加できる博物館」の健全な運営の一翼を担

うことができるよう、創意工夫ある企画を進めたい。

平成9年度の主な事業、行事は次のとおりである。

1　会議

役員会　4月28日　　　　　友の会総会　4月28日

役員会　7月17日、11月9日　　三役会　1月20日

2　研修事業

（l）探訪の旅

シルクロードを訪ねて　　　5／13－5／22　54名

丹波焼、三井寺を訪ねて　　　　　　9／7　125名

諏訪大社、ルネラリック美術館、光前寺を訪ねて

11／16　91名

琵琶湖博物館、近江神社を訪ねて　　3／8　80名

（2）文化講演会

「京都の仏像と奈良の仏像」　　　11／9120名

3　会報発行

第51号一第54号　A4　6頁　　　　　各550部

4　資料など作成頒布

（1）特別展図録「花と烏のイリュージョン」　1，100部

「薬草のふるさと伊吹」　　　1，200部

（2）図録の増刷「輪中と治水」　　　　　　　1，000部

「岐阜の淡水魚」　　　　　　1，500部

「失われゆく植物」　　　　　1，000部

（3）岐阜県博物館総合案内などの頒布

5　その他

（l）博物館との共催事業の実施

特別行事　　　「百年公園・博物館を写生しよう」

「七草がゆを食べよう」

たのしい博物館「クイズで探検！博物館」

博物館講座　　「古寺を訪ねて」

（2）会員入館料の補助と寄贈

特別展・常設展入館料補助、図書資料寄贈



Ⅳ　利　用　案　内　（平成10年度）

●開館時間　4月1日－10月31日　　　9時～16時30分

11月1日－3月31日　　　9時30分～16時30分

（入館は16時まで）

●入館料

区　　分 侘(�������ﾂ�団体（20人以上） 

般 �3#�冷�260円 

大　学　生 ����冷�50円 

小・中・高 冖8��{��無　料 

※特別展開催中は入館料がかわります。

●休館　日　月曜日（月曜日が祝日にあたるときは翌日）

年末年始（12月27日一翌年1月4日）

●駐車場　博物館には駐車場がありませんので、百年公園の駐車場をご利用ください。

駐車料金…普通（軽）自動車300円、バス820円

●交　　通　名鉄美濃町線　小屋名駅下車　徒歩約15分

岐　阜　バ　ス　小屋名下車　　徒歩約15分

自家用車をご利用の場合は、百年公園北口からお入りください。

郡上／「館　美並

〒50ト3941岐阜県闇市小屋名字中洞1989　（0575）28－3用（代表）FAX（0575）28－3110

岐阜県博物館報　第21号 兢(�Jﾘﾗ2�岐阜県博物館 
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